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【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通 し

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働 しない場合におけ

る安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこ と

【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通 し

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働 しない場合におけ

る安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこ と

（目　 次）��

Ｐａｒｔ１　 ３月 １２日ヒア リングを受けての需給及び財務関連追加質問��

【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通 し��

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働 しない場合におけ��

る安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこ と��

１　【供給側】個別発電所の この夏の稼働見通 し （先日、 口頭でお答えいただ��

いた夏期の発電低下を織り込んだ見込み）��

２　【供給側】揚水発電利用可能性の見直 し�� ●　●　●��

３　【供給側】分散発電 ・ 自家発 ・ コ ジェネ ・ ｌＰＰ等からの購入量拡大見込み　　 …��

４　【供給側】他一般電力からの融通拡大見込み、 他―般電力管内の ｌＰＰ等か��

らの購入量拡大見込み��
●　●�� ●��

５【需要側】需給調整計画の拡充見込み��

６【需要側】デマン ドレスポンス利用による需要削減見込み��

７【需要側】報奨金による節電拡充見込み��

８【需要側】ピーク料金導入による節電拡充見込み��

【前回積み残し】供給側 ＝「３． 個別発電所の運転予定」と追加質問に関して過��

去の発電所別の運転状況��

形式 ＝エクセルなど電子データで提供するこ と。��

１発電所ごと月ごとの発電量 （細かいものは追加質問提出済み）��

２発電所ごと月ごとの燃料消費量 【新規】。��

２． ３発電所ごと月ごとの最大電力 （細かいものは追加質問提出済み）��
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【前回積み残し】需要側

需要実績 （電力量）

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績　
…２

１

【前回積み残し】需要側

需要実績 （電力量）

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績　
…２

１

【前回積み残し】需要側��

需要実績 （電力量）��

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要��

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績　
…２��

１��

． ２夏の最大電力が発生 した 日について ｋＷ単位で��

需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要実績、 負荷曲線 【ｋＷ】��

可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績��
…２４��

３． ３需給調整の過去の実現実績��

社名をあげる必要はないが、 業種と、 具体的にどうい う切断を行っ たのか。　
…２��

３． ４消費側特定設備の遠隔操作などの可能性��

・ 欧米で行われている電力会社によるエア コ ン切断、 あるいは負荷制御運転��

（技術は関電子会社の ｅｓｃｏにあり）を行う具体的可能性と障害があるとし��

たら障害について （第 １項のデマ ン ドレスポンスと重複）��

・ 関電 ｅｓｃｏなどと共同で大口需要家の省エネ診断、 省工ネ工事を行う具体的��

可能性について。��

【追加質問】��

４． １原子力関連企業との委受託の内訳��

週刊東洋経済 ２０１２０３１７号の記事に、 貴社が日本原子力発電に対して、 電力��

購入実態がほとんどないのに ２２０億円（２３年度）を支払い予定との指摘がある。��

本件に関連して、 以下の取引実態をご説明いただきたい。��

日本原子力発電、 日本原燃、 原燃輸送のそれぞれの会社について��

４．�� ． １各社に対するキャ ッ シュ ア ウ トの総額、 その内訳として��

． １． １役務対価の支払い��
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２各社に対する債務保証等の拡充等��
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４． ２（回答への追加質問）「２３． 直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９干万円」との回答に対 し、 原子力
・エネルギ

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その

４． ２（回答への追加質問）「２３． 直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９干万円」との回答に対 し、 原子力
・エネルギ

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その

４． ２（回答への追加質問）「２３． 直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支��

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９干万円」との回答に対 し、 原子力
・エネルギ��

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その実名の公表。 これは電��

力マネーでルールや審議を歪めたとの批判に対 して、 社会的に説明責任がある。��

４． ３（回答への追加質問）「直近 １０年間の広報の支出実績」に対 して、 年間 １７０��

～２４３億円もの巨額の広報費が支出されているが、 その うち原子力関連の広報��

とそうで無いものに分けて、 大手新聞 ・ 地上波 ＴＶ・ 大手週刊誌 ・ 月刊誌等に対��

する個別広報費用の内訳を公表された し。 これは、 これは電力▼ネ
ーで世論を��

歪めたとの批判に対 して、 社会的に説明責任がある。�� ・ ３４��

媒体名�� 平成 １３年度�� ●�� 平成 ２３年度（途中）��

媒体 Ａ（原子力関連）�� 〇〇自力 門�� ●�� 〇〇百万円��

媒体 Ａ（原子力以外）�� 〇〇日力 門�� ●�� ●�� ●�� ・�� 〇〇白万門��

４． ４寄付金の支払先ｒ金額、 支払い先での用途
一覧��

４． ５全ての子会社及び関連会社のー覧 （資本金、 出資比率、 事業内容、 関電及び��

その子会社と関連会社との間の年間の取引額、 本店所在地の住所番地まで、 在��

籍する関電 ＯＢ役職員 ・ 顧問 ・ 嘱託などの リス ト、 同様に官僚 ＯＢの リス ト）��

４． ６燃料の調達先一覧 （ー覧が開示不可な ら固有名詞無しの契約別の取引単価��

【単価又は価格決定カ式】、 取引量）��

４． ７　上記のうち、 子会社または関連会社を通じた燃料の調達については詳細な��

情報��

４．８　保有する燃料関連資源に関する権利の
一覧��

●　●��

４． ９　役員毎の報酬をどうしても開示できない理由及び本人の同意があれば開��

示できるのかどうかについて��

４． １０　主要株主上位 １∞社 （人）の リス ト （株主としてではなく大阪市として��

の開示請求として）��
●　●　●��

４． １１　 パーティ
ー券購入先をどうしても開示できない理由及び相手先の同意が��

あっても開示できないかどうか��
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４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比

率

４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比

率

４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比��

率��

４． １３　調達のうち、 子会社及び関連会社からの調達の額及びその比率��

４． １４　調達のうち、 関電 ＯＢが所属する企業からの調達額、 契約件数、 主要取引��

上位 １００の内容�� ●　●　●��

４． １５　ＬＮＧの調達価格引き下げの見通し��

４． １６　所有する ＬＮＧタンクの―覧、 及び月次の使用実績��

４． １７　再生可能エネルギーの外部電力として買取可能な電力量の内訳 （電源種��

別に）��
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【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通し

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働しない場合にお

ける安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこと

【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通し

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働しない場合にお

ける安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこと

Ｐａｒｔ１　 ３月 １２日ヒア リングを受けての需給及び財務関連追加質問��

【最重要】原発稼働無しでの この夏の安定供給見通し��

安定供給の責任ある地域独占企業として、 原発が再稼働しない場合にお��

ける安定供給見通しと、 その場合の需要 ・供給両面の内訳を示すこと��

＜当社の回答＞��

平成２４年度の供給計画は、 需要、 供給力とも未定として届出を行いまし��

た��

需要については、 東 日本大震災以降の電力需給逼迫による、 昨夏および今��

冬の節電の取組みを契機に、 節電や省エネなど、 電力使用に対するお客さま��

の意識が大きく変化してきていると考えています。��

現在、 ３月未ま Ｃの節電影響等も含めた見極めを行っているところであり��◆��

現時点で需要見通しを立てる こ とが困難な状況です。��

また、 供給力については、 現時点では定期検査で停止中の原子力プラン ト��

の再稼動時期の見通しを立て られない こ と、 また、 原子力の計画が立てられ��

ないこ とによ り、 自社の火力 ・ 水力や他社電源についても運転計画を立てる��

ことが困難な状況です。��

電力需給見通しおよびそれに関するデータについては、 できるだけ速やか��

に取りまとめ、 可能な範囲で開示させていただきたいと考えています。��
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＜当社の回答＞

現時点における個別発電所の今夏の稼動見通 しは以下のとおりとな ります。

＜当社の回答＞

現時点における個別発電所の今夏の稼動見通 しは以下のとおりとな ります。

１． １　 【供給側】個別発電所のこの夏の稼働見通し （先日、 口頭でお答えいただ��

いた夏期の発電低下を織り込んだ見込み）��

＜当社の回答＞��

現時点における個別発電所の今夏の稼動見通 しは以下のとおりとな ります。��

設備審聾 臺供給カの状況ｌ�� 備考��

舞鶴��
１Ｇ��
－－－

ｇ��
９０��

９０��２Ｇ��

ｌ　　　１Ｇ　　 ｌ�� ４ＳＩ��

海南��
２Ｇ�� ４５●�� ４５ｌ��ｌ長期計画停止ユニットの再稼動　 ｌ��※０月から��

ｌ　；←��
３Ｇ��

４Ｇ��

６０ｌ��
６ｏｌ��

御坊�� ２Ｇ��

３Ｇ��
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・１��

１Ｇ�� ３８��

相生�� ２Ｇ��

３Ｇ��

３８��

３８��

３０��

３８��

３８��

関空エネルギー��

センター��
１Ｇ��

２Ｇ��

１Ｇ��

２Ｇ��

３Ｇ��

４Ｇ��

３６��ｌ吸気冷却装置の設置��
●��

３６��ｌ吸気冷却装置の設置��
●　　　　

－　　 ――－��

堺港�� ３６��

３６��

５Ｇ�� ３ｔ｝��

ｌ吸気冷却装置の設置��

鷹壽５臺霊竃��
姫路第＝��

４Ｇ��

！　　　 ５Ｇ��

６Ｇ��

４５ｌ��
ー

鯛
―

０��
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倒
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５Ｇ�� ７３ｌ�� ６４��

６４��

吸気冷却装置の設置��

吸気冷却装置の設置��

小型ガスタービンの設置��

豪１��

姫路第―��
６Ｇ�� ７１ｌ��

‥��

ＧＴ１Ｇ��

＝ｌ��
豪１��

茨１豪８��

ＧＴ２Ｇ　 ｌ�� 小型ガスタービンの設置�� 宸１演３��

多奈川第二��
１Ｇ��

２Ｇ��
・１��

宮
醤驚

ギー�� １Ｇ��
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３８��
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６
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鷺２��

濠２��

※２��

出力向上運転��

計�� １．０９７１�� １．４７２ｌ��

鷺１　大気温上昇によるコンバインドサイクルの出力滅��

※２長期計画停止中��

※３運転開始日の 日割り計算（月平均）による減��
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＜当社の回答＞

現時点における供給力で、 ―昨年および昨年の最大電力が発生 した 日の揚

水発電の供給力を算定すると、 それぞれ １８５万 ｋＷ、　２７０万 ｋＷとな り

＜当社の回答＞

現時点における供給力で、 ―昨年および昨年の最大電力が発生 した 日の揚

水発電の供給力を算定すると、 それぞれ １８５万 ｋＷ、　２７０万 ｋＷとな り

１． ２　【供給側】揚水発電利用可能性の見直し��

＜当社の回答＞��

現時点における供給力で、 ―昨年および昨年の最大電力が発生 した 日の揚��

水発電の供給力を算定すると、 それぞれ １８５万 ｋＷ、　２７０万 ｋＷとな り��
ー‐��

ます��０��

深夜の時間帯には、 他社 ・ 融通からの受電も行い、 揚水発電設備の限界ま��

でポンプア ッ プを行っ ています。 上部ダムを満水位まで更にポンプア ッ プに��

するためには、 需要が増え始める朝方等に追加で受電を行うこ とで、 ポンプ��

ア ップする時間帯を長くするｒ｝・が必要ですが、 延長できる時間は短く大き��

な効果は期待できない と考えています。��

また、 仮に満水位 （３，　５００万 ｋＷｈ）までポンプア ッ プが可能であっ��

たとしても、 運転必要時間が １４．　２時間と長いため、 供給力は ２４６万 ｋ��

Ｗ（―昨年の場合）とな ります。��

なお、 揚水発電の供給力は、 電力需要の ロードカーブの形によっ ても差異��

が出ますし、 夜間の気温上昇による電力需要の増大や、 電源 トラブルによる��

ベース供給力の減少は、 揚水発電の供給力を減少させます。��

万ｋＷ）��
＜―昨年の最大電力 （３，０９５万 ｋＷ）発生日の場合＞��

３β【｝０��

ボンブアップ可能時間�� 着水位までボンブアっ́ブした��

亀 Ｂ時間�� 壤合の螻繪力 ２４６万ｋＷ��
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（万岫）�� ＜昨年の最大電力 （２，７８４万 ｋＷ）発生日の場合＞��
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ボンブアップ可能時間��
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【供給側】分散発電 ・ 自家発 ・ コ ジェネ ・ ｌＰＰ等からの購入量拡大見込み

【供給側】他ー般電力からの融通拡大見込み、 他一般電力管内の ｌＰＰ等か

らの購入量拡大見込み

【供給側】分散発電 ・ 自家発 ・ コ ジェネ ・ ｌＰＰ等からの購入量拡大見込み

【供給側】他ー般電力からの融通拡大見込み、 他一般電力管内の ｌＰＰ等か

らの購入量拡大見込み

【供給側】分散発電 ・ 自家発 ・ コ ジェネ ・ ｌＰＰ等からの購入量拡大見込み��

【供給側】他ー般電力からの融通拡大見込み、 他一般電力管内の ｌＰＰ等か��

らの購入量拡大見込み��

＜当社の回答 （１． ３、 １． ４）＞��

今夏に向けての分散発電 ・ 自家発 ・ コ ジェネ ・ ｌＰＰ等からの購入量拡大につ��

いては、 昨夏と同様に取り組んでいますが、 大幅な購入量の拡大は難しい状��

況です��０��

他の電力会社か らの融通につ いては、 他の電力会社も長期計画停止火力の��

再稼動などもありますが、 原子力発電が全台停止 している場合、 当社同様、��

需給状況は厳しい状況と考え られ、 昨夏と同程度の受電となる見込みです。��

〈昨夏〉�� 〈今夏＞��

ｒ　　　　　

　^　　　　

�ヽ�

計画値（エネルギー環境会議）��

６３６��

計画

竃霽
点’��

６３８��

８／９実績��
（万ｋＷ）��

∫，��

１ー …��

５

亨��

５２２��

融通�� １２５�� １２７��

１２０��

自家発�� ９３�� ８４��

５５��
※電酒トラブル等ｆ��Ｆよる灑��

他社��
共同火力��

ＩＰＰ�� ４１８�� ３４７�� ４２７��

電源開発��

等��
※電源トラブル等ｌ��

また、 昨夏の 自家発の取組状況については、 当社が把握している自家発を��

保有されているすべてのお客さま （約 ２，２００軒　定格出力約 ７００万 ｋＷ）に対��

して、 増出力、 再稼動のお願いを実施しました。��

① ー般のお客さまへの取組み （約 ２，１∞軒　定格出力約 ２１０万 ｋＷ）��

特高 ・ 大口のすべてのお客さま （約 ５００軒　定格出力約 ２０４万 ｋＷ）を訪��

問し、 約 ８０軒のお客さまから約 １３万 ｋＷの増出力 ・再稼動のご協力をいた��

だき、 その うち供給力として 【約 １万 ｋＷ】を新たに調達しま した。��

（１２万 ｋＷについては自家消費）��

小口のすべてのお客さま （約 １，６００軒　約 ６万 ｋＷ）についても、 ダイレ��

ク トメールを送付し、 自家発の活用を含めた節電のお願いを実施しま した。��

３��１■��

４��１■��

Ｆ��

Ｆ
―��

４��
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１
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―��

Ｆ
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②過去から余剰買取契約を締結しているお客さま（４４軒定格出力約２３０万ｋＷ）

すべてのお客さまを訪問し、 約 ２７万 ｋＷの増出力のご協力をいただき、 供

給力として 【約 ２０万 ｋＷ】を追加で調達しました。 （７万 ｋ

②過去から余剰買取契約を締結しているお客さま（４４軒定格出力約２３０万ｋＷ）

すべてのお客さまを訪問し、 約 ２７万 ｋＷの増出力のご協力をいただき、 供

給力として 【約 ２０万 ｋＷ】を追加で調達しました。 （７万 ｋ

②過去から余剰買取契約を締結しているお客さま（４４軒定格出力約２３０万ｋＷ）��

すべてのお客さまを訪問し、 約 ２７万 ｋＷの増出力のご協力をいただき、 供��

給力として 【約 ２０万 ｋＷ】を追加で調達しました。 （７万 ｋＷについては自家消��

費）��

したがいまして、 昨夏については自家発から 【約 ２１万 ｋＷ】の供給力を追��

加調達するこ とができま したが、 前述のとお り、 これは当社が把握している��

自家発をお持ちのほとんどのお客さまに対 しお願い したうえでの結果である��

ため、 これ以上の大幅な増加は難 しい状況です。��

〈昨夏〉��

‐
‐
ノ人ヽ��

く今夏〉��

√
�́�

ｒ●ｒニ��ー般のお客さまが��ヽ‐�� ‐��

保有している自家発��

過去から余剰電力を��

般自家発：約 １万ｋＷ��

既余剰契約＝約２０万ｋＷ��

購入しているお客さま��ぐ��

　��
‐��　　��

４８０��

５１１�� ５１１��
（万ｋＷ）��

＋２１��
９３�� ▲９�� ８４��

７２��

共同火力��

ＩＰＰ�� ＋１０�� ４１８�� ＋９�� ４２７��

電源開発等��

４０８��

追加調達前�� 追加調達の実施��

（エネルギー環境会議）��

現状の調整状況��
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く当社の回答＞

昨夏においては、 これまでの計画調整特約をよりご加入いただきやすい内

容とするため、 適用期間の拡大に加え、 従来は産業用向けのみであったメ二

ュ
ーを業務用のお客さまにもご加入いただけるよう加入条

く当社の回答＞

昨夏においては、 これまでの計画調整特約をよりご加入いただきやすい内

容とするため、 適用期間の拡大に加え、 従来は産業用向けのみであったメ二

ュ
ーを業務用のお客さまにもご加入いただけるよう加入条

１． ５【需要側】需給調整計画の拡充見込み��

く当社の回答＞��

昨夏においては、 これまでの計画調整特約をよりご加入いただきやすい内��

容とするため、 適用期間の拡大に加え、 従来は産業用向けのみであったメ二��

ュ
ーを業務用のお客さまにもご加入いただけるよう加入条件を緩和 し、 加入��

拡大に努めました。��

今冬においては、 これまで夏季のみに設定 していた需給調整契約の適用期��

間を、 新たに冬季にも設定し、 加入懲憩を実施しました。��

さらに、 高圧５００ｋＷ未満のお客さまに対しても、 昨夏 ・今冬において、��

１ヵ 月ごとの最大需要電力を比較 して、 前年同月の最大需要電力を下回る場��

合に、 抑制いただいた電力 （ｋＷ）を割引対象とする需給調整特約Ｓを新た��

に設定しました。��

今夏の需給対策としては、 昨夏 ・ 今冬同様のメ二ュー設定に加え、 需給調��

整契約のさらなる加入拡大、 調整電力の積上げに向け、 今夏の需給バランス��

を踏まえた新たな需給調整契約の設定、 きめ細かい負荷調整でもご加入いた��

だける加入条件の設定、 割引単価の拡大等、 需給調整契約の拡充を引き続き��

検討してまい ります。　 （別紙 １． ５「需要抑制のための需給調整契約の現状と��

今夏へ向けた取組み」参照）��

６��
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〈当社の回答＞

お客さまが今夏の節電に向けた準備期間を少しでも長く確保 し、 昨夏以上

の需要抑制にご協力いただけるよう、 現在、 すでに瞬時調整特約や計画調整

特約 （休日特約 ・ 操業調整特約 ・ ピーク時間調整特約）に

〈当社の回答＞

お客さまが今夏の節電に向けた準備期間を少しでも長く確保 し、 昨夏以上

の需要抑制にご協力いただけるよう、 現在、 すでに瞬時調整特約や計画調整

特約 （休日特約 ・ 操業調整特約 ・ ピーク時間調整特約）に

１．６【需要側】デマン ドレスポンス利用による需要削減見込み��

〈当社の回答＞��

お客さまが今夏の節電に向けた準備期間を少しでも長く確保 し、 昨夏以上��

の需要抑制にご協力いただけるよう、 現在、 すでに瞬時調整特約や計画調整��

特約 （休日特約 ・ 操業調整特約 ・ ピーク時間調整特約）について、 お客さま��

への個別訪問による節電に関するコ ンサルティ ング等を通じて加入態憩を実��

施しています。��

しか し、 お客さまからは、　 「昨夏においてできる限 りの節電に協力 したた��

め、 これ以上の節電は困難」といった声 （別紙 １．６－１参照）もいただいてお��

り、 昨夏以上に需給調整契約へご加入いただけるかどうかは不透明な状況で��

あるものの、 できる限りの調整電力 （ｋＷ）の獲得に努めてまい ります。��

なお、 お客さまへの加入態邁を開始したところでもあり、 現時点において��

需給調整契約による需要削減見込みをお示 しするこ とは困難な状況ですが、��

今後、お客さまとの契約協議が進展した段階で、滴官お示 ししてまい ります。��

（別紙 １．６－２～１． ６－４「昨夏の計画調整特約の契約実績」参照）��

８��
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＜当社の回答＞

自由化部門においては、 これまで需給調整契約等の負荷調整をしていただ

くこ とで、 電気料金を割引するメニューを設定してきたところです。

規制部門も含めた、 需要抑制に応じて電気料金を割引する今後の

＜当社の回答＞

自由化部門においては、 これまで需給調整契約等の負荷調整をしていただ

くこ とで、 電気料金を割引するメニューを設定してきたところです。

規制部門も含めた、 需要抑制に応じて電気料金を割引する今後の

１．７【需要側】報奨金による節電拡充見込み��

＜当社の回答＞��

自由化部門においては、 これまで需給調整契約等の負荷調整をしていただ��

くこ とで、 電気料金を割引するメニューを設定してきたところです。��

規制部門も含めた、 需要抑制に応じて電気料金を割引する今後の料金メニ��

ュ
ーについては、 スマートメーター導入を踏まえながら、 需給状況、 お客さ��

まの受容性および実運用面などを考慮 しつつ 、 ピークシフ トや ピ
ークカ ッ ト��

等、 ピーク抑制の実効性を高める こ とができるメニューの可能性を検討して��

まい ります。��

また、 電気料金メニュー以外の施策においても、 どうい った施策が節電に��

ご協力いただくために効果的か、 とい っ た観点から引き続き検討してまい り��

ます��０��

（別紙 １．７－１「節電のお願いに関する主要な ＰＲ（平成２３年度夏 ・ 冬）」、��

別紙 １．７－２「冬の節電のお願い　主要 ＰＲツール」参照）��

１３��
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く当社の回答＞

電気は基礎的な生活必需財という特殊性から、 ピ
ーク時間帯の料金単価を

高く設定し、 その時間帯のご使用を抑制する料金制度をお客さまに対 し
ー律

に適用する こ とに関 しては、 お客さまの受容性について、

く当社の回答＞

電気は基礎的な生活必需財という特殊性から、 ピ
ーク時間帯の料金単価を

高く設定し、 その時間帯のご使用を抑制する料金制度をお客さまに対 し
ー律

に適用する こ とに関 しては、 お客さまの受容性について、

１． ８【需要側】ピーク料金導入による節電拡充見込み��

く当社の回答＞��

電気は基礎的な生活必需財という特殊性から、 ピ
ーク時間帯の料金単価を��

高く設定し、 その時間帯のご使用を抑制する料金制度をお客さまに対 し
ー律��

に適用するこ とに関 しては、 お客さまの受容性について、 慎重に検討する必��

要があると考えています。��

今後の料金メニュー導入については、 需給状況、 お客さまの受容性および��

実運用面などを考慮 しつつ、 ピークシフ トや ピ
ークカ ッ トを通じて ピ

ーク抑��

制の実効性を高める こ とができるメニュ
ーの可能性について、 お客さまの選��

択肢を拡大するという観点から検討 してまい ります。��

１６��



２　【前回積み残し】供給側 ：「３．個別発電所の運転予定」と追加質問に関して過

去の発電所別の運転状況

形式 ：エクセルなど電子データで提供するこ と。

２． １発電所ごと月ごとの発電量 （細かいものは追加質問提出済

２　【前回積み残し】供給側 ：「３．個別発電所の運転予定」と追加質問に関して過

去の発電所別の運転状況

形式 ：エクセルなど電子データで提供するこ と。

２． １発電所ごと月ごとの発電量 （細かいものは追加質問提出済

２　【前回積み残し】供給側 ：「３．個別発電所の運転予定」と追加質問に関して過��

去の発電所別の運転状況��

形式 ：エクセルなど電子データで提供するこ と。��

２． １発電所ごと月ごとの発電量 （細かいものは追加質問提出済み）��

＜当社の回答＞��

過去の発電所別の運転状況は以下のとおりです。��

発電所ごと月ごとの発電量�� 【餐竃轟 ． 直万ｈＷｈ｝��

Ｈ２２年廣�� Ｈ２３年度��

４月��ｌ５月 ｌ�� ０月��ｌ７月 ｌ�� ８月��ｌ０月 ｌ��ｌ１０月��ｌ１１月ｌ１２月��ｌ１月 ｌ�� ２月��３月��４月��５月��ｌ０月 ｌ�� ７月��８月��ｌ９月��・０月 ｌ１１月��ｌ・２月ｌ��ｌ１月��

ｌ　　 堺
港��堺港�� Ｂ５０��ｌ０９０ｌ�� ００３��ｌ１０２８ｌ�� ‖２０��ｌ０３０ｌ�� ７７１��ｌ７３０ｌ・０９４��ｌ１０｝３ｌ�� ９７７�� ６９０�� ６Ｂ１�� ０２●�� ０４３ｌ�� １１５０��１１２０��ｌｇ４ｚ�� ６００ｌ｝・２��ｌ１４３７��ｌ１３８Ｂ��

南港�� ５５５��ｌ５３３ｌ�� ８９４��ｌ∞０ｌ�� ７Ｄ３��ｌ０３３ｌ�� ３Ｄ０��ｌ２５９ｌ４０・�� ｌ５ｇ５ｌ�� ０７４�� 竃遣��４｝５��ｌ４２１�� ６５８ｌ�� ８４２�� １【｝０１�� ９０３��ｌ１・７・ｌ０２３��ｌ１１２０��ｌ１１１０��

舞０�� ７４１�� ｌ９０９ｌ�� ８０５��ｌ９１０ｌ�� ９５●��ｌ１２４２ｌ�� １１９５��ｌ８０ａｌ１０１５��ｌ１３２３ｌ�� ０８３�� １２７８��１１７４��ｌ１１８３��臼１ｌ�� １１８１�� １３１２��９０４��ｌ５５４ｌ５８３��ｌ１０７５��ｌ１３１０��

海南�� ３９��ｌ　７３ｌ�� ０４��ｌ　５２ｌ�� ２【】０��ｌ２８８ｌ�� ０��ｌ０ｌ２８��ｌ２舶 ｌ�� ｌ５１�� ｌ２５０��ｌ１２９��ｌ１４７�� １８２�� ２２４�� ５１０�� ４２８��ｌ・７０ｌ５２０��ｌ０５２�� 甫８��

御坊�� １５８��ｌ２４２ｌ�� ５５��ｌ１４０ｌ�� ３０８�� ２８１ｌ�� ０��ｌ６ｆｌ・７ｌ��ｌ１７０ｌ�� １９５��ｌ２００ｌ�� ２７０��ｌ１５３�� １２５ｌ�� ３１３�� ５３４�� ２０２��ｌ５０１ｌ６２０��ｌ０１３�� ７７７��

ｌ４８・ｌ６００��鱸路第―�� ５３１�� ｌ４１０�� ５３５��ｌ８２２ｌ�� ７４７�� ０９３ｌ�� ３８０�� ７９３ｌ�� ７０１�� ００３ｌ�� ５００��ｌ０∞��７０１ｌ�� ８８０��ｌ０９２�� ０９９��ｌ・０｝ｌ７０１�� ｌ００７�� ０９ｎｌ��
姫路第ニ�� ０｝７��ｌ５９５�� 鼠邊��ｌ７８０ｌ�� １０９３��３５０ｌ�� ３１Ｔ��ｌ２８５ｌ３６０��ｌ５０Ｄｌ�� ５９１��ｌ６２０ｌ�� ３００��ｌ０７４�� ７４８ｌ�� ７８５��ｌ１１５５��７９２��ｌ７４０ｌ８２ｚｌ��ｌＴ０５４��１００５ｌ��
相生�� １３��ｌ　３５�� １１ｌ��ｌ　３２�� ｇｇ�� ８８　ｌ�� 【】��ｌ０ｌ８��ｌ　２１　ｌ�� ５８��ｌ１４０ｌ�� ４１�� ｌ　４０�� １１２�� ７１�� ｌ２０１�� ２２４��ｌ３０１ｌ２７４ｌ�� ３００�� ３９０ｌ��
赤穂�� ２４２�� ２４０�� ４０��ｌ１４０�� ３００�� １８８ｌ�� ０��ｌ０ｌ０２��ｌ　０７ｌ�� ‖５��ｌ２８｝ｌ�� １０１��ｌ１３９�� ■５５�� ２｝３��ｌ５叫��１０７��ｌ５７４ｌ５７０�� ５９１�� ０鶴 ｌ��

関空エネルギーセンター��←　０�� ０�� 【】�� ｌ　 ０�� 【】�� 【】�� 【】�� ｌ０ｌ�゚�ｌ　 ０　ｌ�� ０��ｌ　０　ｌ�� ０　ｌ��ｌ　 ０�� ｛】�� 【】�� ｌ　 ０�� Ｄ　ｌ��ｌ０ｌ７�� １４�� Ｈ ｌ��

７��１■��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌｌ

ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ

ｌｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ��

←　 ｌ　 ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ　 ｌ��ｌ ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌｌ

ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ

ｌｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ��

←　 ｌ　 ｌ ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ　 ｌ��ｌ ｌ��



く当社の回答＞

過去の発電所別の燃料消費量は以下のとお りです。

く当社の回答＞

過去の発電所別の燃料消費量は以下のとお りです。

２． ２発電所ごと月ごとの燃料消費量 【新規】。��

く当社の回答＞��

過去の発電所別の燃料消費量は以下のとお りです。��

発電所ごと月ごとの憾君渭費量��
ｔキｎ亨ｋｌ１��

Ｈ２２年宦�� Ｈ２３年度��

ｌ４月��５露 ｌ�� ６月��７０��ｌ８月 ｌ�� ９月��１０月��ｌ■１月��１２月 ｌ�� １月��ｌｚ月 ｌ��ｌ０月 ｌ�� ４月 ｌ�� ５月��ｌ６月��７月 ｌ�� ８月��ｌ９月��１０月��１１月��１２月 ｌ�� ●月��

堺港�� ＬＨ０��ｌ・１０�� １Ｔ０ｌ�� Ｔ２９�� １３５��ｌ１・０�� ●幻��ｍ１�� ０５　１�� １４１ｌ�� ｌ０９��ｌ１ｚ・ｌ��ｌ　００　ｌ�� ８０　ｌ�� ｌ０８�� １２２�� ●４０�� １Ｍ��ｌｌ００�� ００�� ９５�� １０２�� ロ０��

甫鷺�� ＬＭＧ��ｌ　９５�� ９０　ｌ�� ００�� １０●��ｌ１２１�� ●【鳰��５３�� ４５�� ７９　ｌ�� １【瓔��１Ｊ４��ｌ　７０ ｌ�� Ｂ２ｌ��ｌ｝１�� １４�� 】４４�� １８５��ｌ１０９�� １９０�� １５０�� １００�� １９３��

石炭��ｌ２舒��３１２ｌ�� ２００�� ２９●��ｌ３１０�� ４０７�� ３９１��ｌ２００��４２０ｌ�� ４２０�� ２１５��ｌ４∝��０７｝ｌ�� ０Ｍ��２ｌ●�� ００２�� ４２０��ｌ３０｝�� 怖９�� １８３��ｌ８叫��４３０��

聾０��

木質～
’

レヮト��ｌ　４�� ｝　ｌ�� ７�� ０�� ２�� ４�� ３�� ３�� ８�� ４��ｌ　０�� ０　ｌ�� ５�� ０��ｌ　５�� ７�� ５�� ｝�� ３��ｌ　 １�� ３��

海南�� 石癌　 ｌ�� １０�� １８　ｌ��ｌ　２１�� １３��ｌ　５・�� ７０�� ０��ｌ　０�� ７　ｌ�� ８０�� ３７��ｌ　５９��ｌ３１ｌ�� ３７�� ４０��ｌ５８�� １２４�� １０３�� ●１４�� １２４�� １５４�� １｝９��

御坊�� 石薀��ｌ３８�� ５５ｌ�� １３ ｌ�� ３３��ｌ　７９�� ０５ ｌ�� 【｝�� ｌ　１５�� ‖　ｌ�� ８９�� ４４��ｌ　６７��ｌ　６１�� ３５�� ２０��ｌ　７４�� ｌ２４�� ｔ沿��１４２ｌ�� １５０�� １１７�� １Ｂ４��

姫路第
―�� ＬＨＧ��ｌ　７２�� ５０�� ７５　ｌ�� ｆ拍��１０５�� ５７　ｌ�� ５４��ｌ　∽��ｌ９４ｌ�� １（鳰��１０８�� １２１��ｌ　Ｂ２�� 臨��１０５��ｌ１１０��ｌ１２３�� ９０��ｌ８ ｌ�� １０７��ｌ・３４��１３８��

姫路竃＝�� ＬＨ０��ｌ１５２��ｍ３ｌ�� ・∞ｌ�� ●３■�� １９●��ｌ６４ ｌ�� ５５�� ５０��ｌ　６３　ｌ�� ９９�� １０ｌ�� １０４��ｌ　０８�� ８４�� １２９�� １８５��ｌ　ｌ９８�� ●３８��ｌ１２７ｌ�� １３９��ｌ　・｝８�� ｌ８８��

相生�� 石油��ｌ　３��ｌ　 ９　ｌ�� ３　 ｌ�� ０�� ２５��ｌ　２１　ｌ�� ０�� ２　ｌ�� ５　ｌ�� ●４�� ３０�� １０�� 惚��２０ｌ��ｌ　１８��ｌ５０�� ５５��ｌ７１ｌ�� ０７�� γ３�� ９４��

赤龝�� 石油�� ５５�� ５７�� １２ｌ�� ８●�� ７０��ｌ１２�� ０�� ０��ｌ　８　！�� ２２ ｌ�� ２８�� ５９��ｌ・０�� ０２�� ：｝５�� ６２�� １１４�� ４３　ｌ��ｌ１２０ｌ��ｌ‘２゚�� １８１��ｌ１４
■ｌ��

麗Ｅェネ～キ
‘

－ｔン９－ ｌ�� ＬＨＧ��ｌ　０��ｌ　０�� ０　ｌ�� Ｄ�� ０��ｌ　０�� 【】�� ｛｝�� ｌ　 ０�� 【】　ｌ�� 【｝�� ０��ｌ　 ０�� ０　 ｌ�� 【｝�� ｌ　 【】�� ｌ　 ０�� ０��ｌ　 ０　ｌ��ｌ・�� ３��ｌ　 ３　ｌ��

４��

０��

８��
・

■��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌｌ��ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ １�� ｌ�� ｌ ｌ��ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　

ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ

ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ��

ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ

ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ　

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ ｌ ｌ��

ｌ�� ｌ ｌ　 ！�� ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ��ｌ ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ��ｌ ｌ　 ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌｌ��ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ��

ｌ ｌ�� ｌ １�� ｌ�� ｌ ｌ��ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ��ｌ ｌ

ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ ｌ

ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　

ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ

ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ��

ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ

ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ　

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ��ｌ　 ｌ ｌ ｌ��

ｌ�� ｌ ｌ　 ！�� ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ��ｌ ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ�� ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ��ｌ ｌ　 ｌ��



く当社の回答＞

最大電力は；コ ンバイン ドサイクル方式の発電所 （堺港、 姫路第
―

、 関空

エネルギーセンター）は、 大気温によって、 月ごとに以下のとおりとな りま

す。 それ以外の発電所については、 １． １で回答したとお

く当社の回答＞

最大電力は；コ ンバイン ドサイクル方式の発電所 （堺港、 姫路第
―

、 関空

エネルギーセンター）は、 大気温によって、 月ごとに以下のとおりとな りま

す。 それ以外の発電所については、 １． １で回答したとお

２． ３発電所ごと月ごとの最大電力 （細かいものは追加質問提出済み）��

く当社の回答＞��

最大電力は；コ ンバイン ドサイクル方式の発電所 （堺港、 姫路第
―

、 関空��

エネルギーセンター）は、 大気温によって、 月ごとに以下のとおりとな りま��

す。 それ以外の発電所については、 １． １で回答したとおりです。��

発電所ごと月ごとの最大電力�� 【覺灑端 ． 万ｋＷ｝��

４月　 ｌ��ｌ　５月��ｌ０月 ｌ�� ７月 ｌ０月 ｌ�� ９月　 ｌ�� １０月　 ｌ�� １１月　 ｌ�� １２月　ｌ�� １月�� ２月�� ３月��

堺港�� ｌ　 １９９　 ｌ�� １８０　 ｌ�� １８４　 ｌ�� １０１ ｌ１０ｚ ｌ�� １８４　 ｌ�� １８９�� ２００�� ２０Ｄ�� ２００�� ２００�� ２００��

姫路第―�� １４０�� １３０�� １２８�� １２８�� １３０�� １３４�� １３９�� １４７�� １４９�� １５０�� １５０�� １５０��

関空エネルギーセンター�� ４　　ｌ�� ３��

景姫器鷺―の小型カス９
―ヒン０供給カは、８月蹴臨算入。��

４��４��４��４��４��４��３��３��４��４��

９��１��

ｌ��ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ��

ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ��

ｌ��

ｌ��ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ��

ｌ　 ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ�� ｌ��

ｌ��



【前回積み残し】需要側

需要実績 （電力量）

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績

１

【前回積み残し】需要側

需要実績 （電力量）

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績

１

【前回積み残し】需要側��

需要実績 （電力量）��

月ごとの電力量を需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要��

実績、 負荷曲線 【ｋＷ】可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績��

１��

く当社の回答＞��

当社が保有している以下の需要実績については、 別紙 ３． １のとおりです。��

（当社が保有する需要実績）��

［時間帯別］��

特別高圧 ７０ｋＶ以上、 特別高圧 ２０ｋＶ・ ３０ｋＶ、 高低圧に区分した １時��

間ごとの電力量実績。��

［お客さま層別］��

特別高圧 ・ 高圧 ・ 低圧 ・ 電灯または産業 ・ 業務 ・ 家庭別の各月の販��

売電力量実績。��

なお、 お客さま層別 （高圧 ・ 低圧 ・ 電灯および産業 ・ 業務 ・ 運輸 ・ 家庭）��

の年間時間別需要実績および負荷曲線については、 計量 しておらず、 持ち合��

わせていません。��

く参 考＞��

Ｏ 電力計量の現状について��

最大電力（１時間単位の発電端電力量）を用途別に分類するためには、 販売電力量から推計する��

必要がありますが、 現状では １時間単位の販売電力量を把握しているお客さまは限定的です．��

Ｆ鰍‘≡艫…��臨岡Ｅ蹴
窟…Ｍ≡Ｅー��

∵　��

Ａ発電所�� ｉ－（３１）－ｉ��Ｌ■��＠回��

④聾��①
回��

０回亨��
回！��

大��

Ｈ亟��

口��

変電所！��

瞳翻��

Ｏ料金算定期間（月）単位の最大電力（ｋＷ｝、 電力��

量（ｋＷｈ）を全てのお客さまで取得 しています，��

Ｏまた、 ３０分単位の電力量は． 約 Ｂ割のお客��

さまのデータが毒磧できています．��

変電所��

亨��Ｂ発電竃��
時團ごａゅ景ヵ轟は廿嚢苛鵤ぞ｝∵��

矗竃罍ｌ罍��圃��
高圧��

ー��

ただ０‐毒轟巖皓別商轟●蕎蟹��

④聾��
∫�� 口��

．．Ｌ、●��

ー（３ｆ）：��
←―��

１Ｔ⑰回��臣∃��０翻��

Ｏ料金算定期間（月）単位の最大電力（ｋＷ）、 電力��

量（ｋＷｈ）を全てのお客さまで取得しています．��

Ｏなお．　３０分単位の電力量は． サンブル的に��

取得できている
―部のお客さまを除き． デー��

タの蓄積ができていません，��

変電所！��
①呂��

低圧��
●‐��

■１��

時間ごとの実續は把握（計量）で��

きますが． どの用途にどれだけ��

の量が消費されたかを特定する��

ことはできません，��

変電所��

Ｐ��
豪　庭��

その他��

Ｏ料金算定期間【月）単位の電力量（ｋＷｈ｝は． 定餌��

料金制を除〈、 全てのお客さまから取得して��

います，��

Ｏなお、　３０分単位の電力量を取得できている��

お客さまは．　１割にも満たず、 さらにデ
ータ��

を蓄磧できているお客さまは限定的ですｎ��

２０��

３��

３��

８
―��

Ｔ

―
ー
－
’��

臼

Ｎ��

小��

｀
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ｗ
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胡��

‐

Ｂ��

囲��
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鼠��
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ー��
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［時間帯別］

〇特別高圧 ７０ｋＶ以上、 特別高圧 ２０ｋＶ・ ３０ｋＶ、 高低圧に区分 した １時間ごと

の電力量実績

［時間帯別］

〇特別高圧 ７０ｋＶ以上、 特別高圧 ２０ｋＶ・ ３０ｋＶ、 高低圧に区分 した １時間ごと

の電力量実績

別　紙 ３��

［時間帯別］��

〇特別高圧 ７０ｋＶ以上、 特別高圧 ２０ｋＶ・ ３０ｋＶ、 高低圧に区分 した １時間ごと��

の電力��量実績��

（万ｋＷ）��

時��
特別高圧��
７０ｋＶ以上��

特別高圧��
２０ｋＶ・３０ｋＶ��

高低圧��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� １ｌ�� ２６２�� １６８�� １０２９��

ｌ　２０１０′ｒ４ノ１　ｌ�� ２ｌ�� ２６０�� １５６�� １００５��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ３ｌ�� ２５８�� １５１�� １０１１��

ｌ　２０１０／４ノ１　ｌ�� ４ｌ��ｌ　　　 ２６０�� １５０�� ９８７��

ｌ　２【】１０ノ４／１　ｌ�� ５ｌ�� ２５７�� １５０�� ９３１��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ６ｌ�� ２６５�� １６２　　 ｌ��１６２�� ８８０��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ７ｌ�� ２７１�� １７７�� ９４４��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ８ｌ�� ２７０�� ２０８�� １【｝８０��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ９ｌ�� ２６９�� ２４５�� １２６７��

ｌ２０１０ノ４ノ１　ｌ�� １０ｌ�� ２７１�� ２６４�� １３８７��

ｌ　２０１０／４ノ１　ｌ�� １１ｌ�� ２７４�� ２７５�� １４０１��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� １２ｌ�� ２７５�� ２７９�� １４０８��

ｌ２０１０月／１　ｌ�� １３ｌ�� ２５５�� ２６０�� ｌ�� １３２８��

ｌ　２０１０ノ４川　ｌ�� １４ｌ�� ２６７�� ２８２�� １３９７��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� １５ｌ�� ２７４�� ２７６�� １３８６��

ｌ２０１０√Ｖ１　ｌ�� １６ｌ�� ２７２�� ２７７�� １３６８��

ｌ　２０１０ノｒ４ノ１　ｌ�� １７ｌ�� ２７０�� ２７４�� １３８８��

ｌ　２０１０／４／１　ｌ�� １８ｌ�� ２６６�� ２６７　　　 ｌ��２６７�� １３９７��

ｌ　２０１０′ｒ４ノ１　ｌ�� １９ｌ�� ２６２�� ２５８�� １４１４��

ｌ２０１０ノ０１　ｌ�� ２０ｌ�� ２５４�� ２４３�� １３７９��

ｌ　２０１０ノｒ４／１　ｌ�� ２１ｌ�� ２５３�� ２２８�� １３０３��

ｌ２０１０ノＷ１　ｌ�� ２２ｌ�� ２７０�� ２１６�� １２１２��

ｌ　２０１０ノｒ４ハ　ｌ�� ２３ｌ�� ３１５�� ２０１�� １１１４��

ｌ　２０１０ノ４ノ１　ｌ�� ２４ｌ�� ３１６�� １８９�� １０３９��

ｌ２０１０／０２ｌ�� １ｌ�� ３０８�� １６７�� ９６４��

ｌ２０１【｝ノ４た ｌ�� ２！�� ２９９�� １０２�� ９５４��

ｌ２０１０ノＷ２ｌ�� ３ｌ�� ３０６�� １５６�� ９７０��

ｌ２０１０ノｒ４た ｌ�� ４�� ３０５�� １５３�� ９５８��

ｌ　２０１０ノ４ノ２　ｌ�� ５�� ３００�� １５５�� ９００��

ｌ２０１０ノ４た ｌ�� ６�� ３０２�� １６３�� ８４３��

ｌ　２０１０ノ４ノ２　ｌ�� ７�� ３０４�� １８４�� ９１７��

ｌ２０１０′ｒ４た ｌ�� ８�� ３０７�� ２【鳰�� １０５２��

ｌ２【｝１０ノ４た ｌ�� ９�� ２９１�� ２５４�� １２５３��

ｌ２０１０／４た ｌ�� １０�� ２８６�� ２７０�� １３７３��

ｌ　２０１０ノ４／２ｌ��ｌ１１�� ２８６�� ２８５�� １３８７��

ｌ　２０１０ノ４ノ２　ｌ��！１２�� ２８２�� ２７７�� １４０５��

ｌ　２０１０ノ４ノ２　ｌ��ｌ１３�� ２６７�� ２６３�� １３２２��

ｌ２０１０ノ４た ｌ��ｌ１４�� ２８４�� ２７８�� １３８３��

ｌ　２０１０ノ４／２　ｌ��ｌ１５�� ２８０�� ２７５�� １３６８��

ｌ　２０１０ノ４ノ２��ｌ１６�� ２７【｝�� ２７２�� １３４１��

ｌ　２０１０ノｒ４ノ２��ｌ１７�� ２７０�� ２６９�� １３４５��

ｌ　２０１０〆４〆２��ｌ１８�� ２６１�� ２６０�� １３４９��

ｌ２０１０月た��ｌ１９��ｌ　　　２５７�� ２４７�� １４３（｝��

ｌ２０１０ノ４た��ｌ２０��ｌ　　　２５２�� ２４４�� １４３【】��

ｌ２０１０ノｒ４た��ｌ２１��ｌ　　 ２５５�� ２３０�� １３６７��

ｌ２０１０ノ４た ；��ｌ２２��ｌ　　　２７５�� ２１３�� １２８８��

ｌ　２０１０／４ノ２��ｌ２３�� ３２４�� １９９　　 ｌ　　 １１９６��１９９�� １１９６��

ｌ　２０１０ノ４ノ２��ｌ２４�� ３２６�� １８７�� １１２７��

以降は、 別冊をご覧〈ださい。��
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［お客さま層別］

Ｏ特別高圧 ・高圧 ・低圧 ・電灯の各月の販売電力量実績

［お客さま層別］

Ｏ特別高圧 ・高圧 ・低圧 ・電灯の各月の販売電力量実績

［お客さま層別］��

Ｏ特別高圧 ・高圧 ・低圧 ・電灯の各月の販売電力量実績��

（千 ｋＷｈ）��
、ヽ��

�ヽ�
｀`
‐`�� ２２．４�� ２２．５�� ２２．６�� ２２．７�� ２２．８�� ２２．９��
、ヽ��

特別高圧��３．４６６．５８４��３，６８９，５９０��３．８６５，６７４��４．０４６．０９３�� ４，０４０，７３０��３，９１０，０７３��

高��圧��３．６７０，２５２�� ３，３９７．６２５�� ３．７８０，６２８��４，３２１，５８０��４，７６５．１３０��４，８０３，９６５��

低��圧��５０５，４９３�� ４３３，８０７�� ３９４．７７５�� ６０５，４２３�� ８１３．８１４�� ８０１，７２７��

電�� ４，５０６，９３７�� ３，８６０，２３９��３，１００．０４８��３，９５７，５２１�� ５，０７１，２３３�� ５，０２０．４３６��

合　 計��１２，１４９，２６６��１１，３８１，２６１�� １１，１４１，１２５��１２，９３０，６１７��１４，６９０．９０７��１４．５３６，２０１��

｀ヽ��
、ヽ�� ２２．１０�� ２２．１１�� ２２．１２�� ２３．１�� ２３．２�� ２３．３��
｀`
、��

特別高圧��３，８０９，４１１�� ３，５９７．６６９��３．６０５，５８５�� ３，６６１，０６２�� ３，４５３．３７９�� ３，７５７，４０６��

高　 圧��３，９７２，８１２�� ３，５９４，９７４��３，６１６，５３４��３，７３６，４０９�� ３，９６４，６９７�� ３，６７３，５９９��

低　 圧��５２２，４１５�� ３９１，２６１�� ４３３，１１８�� ６１６．１２０�� ５５９．２４１�� ４８３，５３４��

電��灯��３，７０９，３５１�� ３．５５１．３６０��４，０８７，２９９�� ６．００１，５２４��５．０４７，１２８�� ４，４０２，５０４��

合　 計��１２．０１３，９８９��１１，１３５．２６４��１１，７４２，５３６��１４，０１５．１１５��１３，０２４，４４５��１２，３１７．０４３��

、ヽ��

、ヽ��
、ヽ�� ２３．４�� ２３．５�� ２３．６�� ２３．７�� ２３．８�� ２３．９��
、ヽ��

特別高圧��３，６１５，３６５��３，７５３，３３３��３，９０５．０９１�� ４，０１５，７０７�� ３，９４４．５１８�� ３，７７８，０１９��

高　 圧��３．６２３，０４１�� ３，３４３，０４３��３，７１１．７７８��４，２０７，３２９��４，４１４，４５７�� ４，３１７，４４８��

低　 圧��５０２．７０９�� ４１３．１８１�� ３７３，３１９�� ６１８，７１７�� ６８０，６３５�� ６８６，０２６��

電　 灯��４，５７２，１９６�� ３，７２１．４２７�� ３，０２５，４６０��４，０１４，２００��４，２５２，７７２�� ４．４１３，８５１��

合　 計��１２，３１３，３１１�� １１，２３０．９８４��１１，０１５，６４８��１２，８５５，９５３��１３，２９２，３８２��１３，１９５，３４４��
Ｅ`ヽ ‐��

、ヽ��

ヽヽ��

ヽヽ�� ２３．１０�� ２３．１１�� ２３．１２�� ２４．１�� ２４．２��
ヽ`
，��

特別高圧��３，７４０．９４２�� ３，５８４，８７３�� ３，５９１．５７１�� ３．４８３，１７０��３．４１７，６６０��

高　 圧��３，７１４．３９６�� ３，４７７，８５９��３，４８４．４６２�� ３．５９１．９９１�� ３，８９２，３８７��

低　 圧��４６９，０５６�� ３６６．９７５�� ４１３，６８９�� ５６６．２０７�� ５４８．８４７��

電　 灯��３．５００．５４４��３．２９０，７８２��３，９１５，４４８�� ５，４９７，４９５�� ４．９４６．７０８��

合　 計��１１，４２４．９３８��１０．７２０．４８９��１１，４０５．１７０��１３，１３８，８６３��
ｌ　

’ －

’
’ ‾�� １２

，
８０５

，
６０２��

※「低圧」は、低圧の電力需要を指します。��

２２��

灯��

Ｅ

ｌ　

Ｅ

ｌ　



Ｏ産業・業務・家庭別の各月の販売電力量実績Ｏ産業・業務・家庭別の各月の販売電力量実績Ｏ産業・業務・家庭別の各月の販売電力量実績��

（千 ｋＷｈ）��

ヽヽ��
、ヽ��

、ヽ�� ２２．４�� ２２．５�� ２２．６�� ２２．７�� ２２．８�� ２２．９��
｀

、、��

産業用��４，５１０．８３６�� ４，５６８，９９７�� ４，８８７．７Ｏ１�� ５．１４０．２７７�� ５．１５４，４８０��５．１３４，１７０��

業務用��３，６１７，７８７�� ３，３９０．９０５�� ３．５３７，６６７�� ４．３３５，１５４��５，０４１，６９８�� ４，９４９．３６１��

家庭用��３，８７８，１９４��３，２８２，７１５�� ２，５７８．８７８�� ３，３１８．４０６�� ４，３３８，５１３�� ４．２９９．３８８��

その他��１４２，４４９�� １３８．６４４�� １３６，８７９�� １３６，７８０�� １５６，２１６�� １５３．２８２��

合　 計��１２．１４９，２６６��１１．３８１．２６１�� １１，１４１，１２５��１２．９３０，６１７��１４，６９０，９０７��１４，５３６，２０１��

、ヽ��

、ヽ��

、ヽ�� ２２．１０�� ２２．１１�� ２２．１２�� ２３．１�� ２３．２�� ２３．３��
�ヽ�

産業用��４，８７３，７６０��４．６４３，１３０��４，６３１，７２８�� ４．６０８，２７９��４，５７１．３２１�� ４，７９６．７９０��

業務用��３，９２４，５６５�� ３，３８９，１２８��３．４８３，６００��３，９７４，９１９�� ３，８９０，１５８�� ３，５６２，２９６��

家庭用��３．０７７，０２６�� ２，９６４．９２３��３，４８４．８０８�� ５，２７２．５５４��４．４１４，４０８�� ３，８２３．３６２��

その他��１３８，６３８�� １３８．０８３�� １４２，４００�� １５９．３６３�� １４８，５５８�� １３４，５９５��

合　 計��１２，０１３，９８９��１１，１３５，２６４��１１，７４２，５３６��１４，０１５．１１５��１３，０２４，４４５��１２，３１７．０４３��

、ヽ��

、ヽ��
、ヽ�� ２３．４�� ２３．５�� ２３．６�� ２３．７�� ２３．８�� ２３．９��
、ヽ��

産業用��４，６５９，４２０��４，６１８，２４７�� ４，９２０．１８２�� ５．０８４，５０４��５，０２５，２５４��４，９０８，６６８��’’

ｌ��

業務用��３．５５３，９６０��３，３０９，１６６�� ３．４４２，５７７�� ４，２４０．２５２�� ４，４９９．８２０��４，３９２，５１２��

家庭用��３．９６３，８００��３，１６９，３６８�� ２，５２５．７９５�� ３，３９４，３５５��３，６２３，５０８�� ３，７５５，２４７��

その他��１３６，１３１�� １３４，２０３�� １２７，０９４�� １３６，８４２�� １４３．８００�� １３８，９１７��

Ａ��
口��計��１２，３１３，３１１�� １１，２３０，９８４��１１，０１５，６４８��１２．８５５．９５３��１３，２９２，３８２��１３．１９５，３４４��

、‐�� ｒ��

、ヽ��

ヽヽ��
、ヽ�� ２３．１（】�� ２３．１１�� ２３．１２�� ２４．１�� ２４．２��
‐`��

産業用��４．７５０．７１１�� ４，６００．７５８��４，５６９，７５０��４，３７７，７３８��４，５０３，９５６��

業務用��３，６１８，３９７�� ３，２４０，７１８�� ３，３４９，５６８��３．７７０，８３７�� ３．８１３，１７６��

家庭用��２．９２４．２０５�� ２．７４５，５３６�� ３，３４８，２８４��４．８３９，６３６�� ４，３４２．１２９��

その他��１３１，６２５�� １３３，４７７�� １３７，５６８�� １５０，６５２�� １４６．３４１��

合　 計��１１，４２４，９３８��１０，７２０，４８９��１１，４０５，１７０��１３，１３８，８６３��１２，８０５，６０２��

※家庭用 ；従量電灯Ａ、 時間帯別電灯、季節別時間帯別電灯、深夜電力（低圧）。��

※業務用 ：従量電灯Ｂ、低圧総合利用契約、低圧電力、低圧季時別電力、 自由化分野の業務用需要��

※産業用 ：自由化分野の産業用需要。��

※その他：公衆街路灯、農事用電力、その他電力など。��

２３��

ｒ��

０��

ｌ��

、‐�� ｒ��

ｒ��

ｌ��

、‐�� ｒ��

ｒ��



３． ２夏の最大電力が発生した 日について ｋＷ単位で

需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要実績、 負荷曲線 【ｋＷ】

可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績

３． ２夏の最大電力が発生した 日について ｋＷ単位で

需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要実績、 負荷曲線 【ｋＷ】

可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績

３． ２夏の最大電力が発生した 日について ｋＷ単位で��

需要家層別 （特高、 高圧、 低圧、 電灯）年間時間別需要実績、 負荷曲線 【ｋＷ】��

可能であれば、 産業、 業務、 運輸、 家庭別の需要実績��

＜当社の回答＞��

前記 ３． １のとおりです。��

なお、 夏季の最大電力発生 日におけるお客さまの層別 ・ 時間帯別の需要実��

績については、 節電パンフ レッ ト （経済産業省において作成）等のお客さま��

説明用資料 （電気の使われ方の目安）を作成するために推計した需要実績が��

ありますので、 こちらをご参考資料として別紙 ３． ２によりお示 しします。 た��

だし、 当該需要実績は、 明確に計測されたものではなく、 限られたサンプル��

データをもとに、 推計を重ねて作成したものであ り、 あくまで特定の 日の需��

要実態のイメージであるこ とにご留意ください。��

２４��



〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６．６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）

【産業用 ・ 業務用 ・ 家庭用】

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６．６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）

【産業用 ・ 業務用 ・ 家庭用】

別　紙 ３．��

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の��

内訳 （推計値）��

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６．６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）��

【産業用 ・ 業務用 ・ 家庭用】��

（万ｋＷ）��

３
，
５００��

１４～１５時　３，０９５万 ｋＷ��

３
，
０００��

■産業用��

業務用��
２
，
５００��

家庭用��

２
，
０００��

巍８ｊ噸；巍廓��．５００��
ｒ��
２
ー
’

‐��
　 ０��

’
；，��

，
０００��

５００��
家庭用��約８００万 ｋＷ��

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 ‐　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　 ・　　　　　　　’��

０��１　 ２　 ３　 ４　 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　１０１１　１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１　２２２３��

（時台）��

（万ｋＷ）��

，
４００��

，
２００�� ー‐産業用��

，
０Ｏ０��

業務用��

家庭用��
Ｉ��

，

´

ｒ��

《ー��
：、��

８００��

Ｌ●��
６００�� ●ふ��

４００��

２００��

；�� ●　　　　 －��

１　 ２　 ３　 ４　 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　１０１１　１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１��

（��
２２３��

台）��

※��限られたサンプルデータをもとに、 推計を重ねて作成 したものであり、��

あ くまで特定の 日の需要実態のイメージです。��
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〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６． ６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６． ６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２２年 ８月 １９日 １４時台）における需要実績の��

内訳 （推計値）��

（気温［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３６． ６℃、 最低 ２８． ２℃、 平均 ３１． ６℃）��

【大口 ・ 小口 ・ 家庭用】��

（��万��ｋＷ��
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※ 限られたサンプルデータをもとに、 推計を重ねて作成 したものであり、��

あ くまで特定の 日の需要実態のイメージです。��
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〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５．６℃、 最低 ２７．０℃、 平均 ３０． ８℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５．６℃、 最低 ２７．０℃、 平均 ３０． ８℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の��

内訳 （推計値）��

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５．６℃、 最低 ２７．０℃、 平均 ３０． ８℃）��

【産業用 ・ 業務用 ・ 家庭用】��

（万ｋＷ）��
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，
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※ 限られたサンプルデータをもとに、 推計を重ねて作成したものであ り、��

あくまで特定の 日の需要実態のイメージです。��
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〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５． ６℃、 最低 ２７． ０℃、 平均 ３０． ８℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の

内訳 （推計値）

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５． ６℃、 最低 ２７． ０℃、 平均 ３０． ８℃）

〇夏季の ピーク発生時間帯（平成 ２３年 ８月 ９日 １４時台）における需要実績の��

内訳 （推計値）��

（気温 ［気象庁公表、 大阪市］：最高 ３５． ６℃、 最低 ２７． ０℃、 平均 ３０． ８℃）��

【大口 ・ 小口 ・ 家庭用】��

（万ｋＷ）��

３
．
５００��

３
，
０００��

■大口�� １４～１５時　２，７８４万 ｋＷ��

■小口��

家庭用��

家庭用��約７００万 ｋＷ��

２
，
５００��

２
．０００��

１
．
５００��

１
，
０００��

５００��

２　 ３　 ４　 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　１０１１　１２１３　１４１５１６１７　１８１９２０２１　２２２３��

（時台）��

（万ｋＷ）��

，
４Ｏ０��

‡��

，
２００�� 人口��

．
０００��

小口��

家庭用�� ・ヽｌ１・＼��
８００��

６００�� ７��

４００��

２００��

ｌ―＿　　　＝　　　　　ｌ�� ｌ　　　　　　　　　　 １　　　　　
　��

■��

１　 ２　 ３　 ４　 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　 １０１１　１２１３１４１５１６　１７１８１９２０２１　２２２３��

（時台）��

※��限られたサ ンプルデータをもとに 、 推計を重ねて作成したものであり、��

あくまで特定の 日の需要実態のイメージです。��
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３． ３需給調整の過去の実現実績

社名をあげる必要はないが、業種と、具体的にどうい う切断を行ったのか。

３． ３需給調整の過去の実現実績

社名をあげる必要はないが、業種と、具体的にどうい う切断を行ったのか。

３． ３需給調整の過去の実現実績��

社名をあげる必要はないが、業種と、具体的にどうい う切断を行ったのか。��

＜当社の回答＞��

当社の場合、 需給調整メニューの一つ として、 供給設備の事故、 予想外の��

需要の急増による電力需給逼迫時に強制的または当社か らの通告で負荷を遮��

断することに対し、 電気料金を割引する 「瞬時調整特約」があります。��

瞬時調整特約に基づく、 過去の負荷遮断の実績は以下のとお りです。��

■��平成 １７年 １２月 ２２日 （木）　 ８時 ５２分��

（負荷遮断理由）��

雪害による当社送電線 （大飯幹線、 第二大飯幹線）事故によ り、 大飯��

発電所からの送電が停止し停電が発生したこ とによるもの。��

（負荷遮断方法）��

①周波数低下を検知し負荷遮断を行うリレーの作動による強制遮断��

遮断時間 ８時５２分～１３時 １５分��

１９軒 ・ 約 ３５万 ｋＷ（契約ベース）のお客さまが対象��

主な業種は、 鉄鋼 ・ 化学��

②当社からの通告 （電話連絡）によ りお客さま側で負荷遮断を実施��

遮断時間はお客さまごとに異なるが概ね １０時頃～１３時 ３０分頃��

９軒 ・ 約 ７万 ｋＷ（契約ベース）のお客さまが対象��

主な業種は、 鉄鋼 ・ 化学 ・ 窯業 （ガラス）、 金属製品��

２９��

■��■��



３．４消費側特定設備の遠隔操作などの可能性
・ 欧米で行われている電力会社によるエｒコ ン切断、 あるいは負荷制御運転

（技術は関電子会社の ｅｓｃｏにあり）を行う具体的可能性と障害があるとし

たら障害について （第

３．４消費側特定設備の遠隔操作などの可能性
・ 欧米で行われている電力会社によるエｒコ ン切断、 あるいは負荷制御運転

（技術は関電子会社の ｅｓｃｏにあり）を行う具体的可能性と障害があるとし

たら障害について （第

３．４消費側特定設備の遠隔操作などの可能性��
・ 欧米で行われている電力会社によるエｒコ ン切断、 あるいは負荷制御運転��

（技術は関電子会社の ｅｓｃｏにあり）を行う具体的可能性と障害があるとし��

たら障害について （第 １項のデマン ドレスポンスと重複）��

＜当社の回答＞��

平成２１～２３年度の 「負荷平準化機器導入効果実証事業 （※）」において、
一��

般家庭約９∞世帯 （東京約６∞世帯、 関西約３∞世帯）に対し、 料金プ口グラム��

や⊥ア コ ン直接制御を通じたお客さま側の管理 （デマン ドサイ ドマネジメン��

ト）に係る効果を検証しました。��

実証事業において、 料金プログラムやエアコ ン直接制御を通した負荷削減��

効果が一定程度確認できましたが、 エｒコ ン直接制御で電源を自動的に切っ��

た場合でも、 制御後 ３０分以内に約 ３割、 ピーク時間帯の累積では約 ７割のモ��

二ターが再度電源を入れてお り、 実効性やお客さまの受容性の面で課題があ��

ると考えています。��

（※）国から補助金を受け、 東京電力および当社が実施��

・関電 ｅｓ∞などと共同で大口需要家の省エネ診断、 省エネ工事を行う具体的可��

能性について。��

く当社の回答＞��

当社直営による高圧、 特別高圧お客さまへの省エネ診断実績は以下のとお��

りです��０��

Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度 （※）��

４４２件�� ６１９件��

（※）Ｈ２３年度は、 ２月末現在の実施件数��

関電エネルギーソ リューシ ョ ンとの共同活動実績は以下のとおりです。��

・ 省エネ機器設置工事、 運用サービスの提供 （ＥＳＣＯサービス）��

平成 １４年度から、 累計 ３４軒のお客さまへサ
ービス提供��

・ 高圧、 特別高圧お客さまへのエネルギーコ ンサルティ ング （※）実施件数��

（※）直営で実施する省エネ診断よ りも、エネルギー使用状況の分析など、��

さらに精度の高い診断内容��

Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度��

５９件�� ４２件��

３０��



【追加質問】

４． １原子力関連企業との委受託の内訳

週刊東洋経済 ２０１２０３１７号の記事に、 貴社が日本原子力発電に対して、 電力

購入実態がほとんどないのに ２２０億円 （２３年度）を支払い予定との指摘があ

４ 【追加質問】

４． １原子力関連企業との委受託の内訳

週刊東洋経済 ２０１２０３１７号の記事に、 貴社が日本原子力発電に対して、 電力

購入実態がほとんどないのに ２２０億円 （２３年度）を支払い予定との指摘があ

４ 【追加質問】��

４． １原子力関連企業との委受託の内訳��

週刊東洋経済 ２０１２０３１７号の記事に、 貴社が日本原子力発電に対して、 電力��

購入実態がほとんどないのに ２２０億円 （２３年度）を支払い予定との指摘があ��

４��

０��る��

本件に関連して、 以下の取引実態をご説明いただきたい。��

日本原子力発電、 日本原燃、 原燃輸送のそれぞれの会社について��

１． １各社に対するキャ ッ シュ アウ トの総額、 その内訳として��

１． １． １役務対価の支払い��

＜当社の回答＞��

エネルギー自給率 ４％のわが国にとっ て、 原子力発電ならびに原子燃料サ��

イクルは、 今後ともエネルギーの安定供給やエネルギー資源の有効利用の観��

点から重要であると認識しています。��

日本原子力発電株式会社に関 しては、 同社からの受電および原子力発電の��

将来技術に関する研究についての費用を支払っ ています。��

この うち電力受給契約については、 敦賀発電所から発電される電気を長期��

にわたって受電する こ とを約 しており、 これまでも低廉な電気料金 ・ 省ＣＯ２��

に寄与する電源として、 当社電気事業の用に供しています。 また、 受電価格��

は、 減価償却費や修繕費など、 発電の有無にかかわらず必要な運営 ・ 維持管��

理にかかる費用と、 燃料費など発電量に応じて変動する費用から構成されて��

おり、 十分精査のうえ、 支払っ ています。��

なお、 金額などについては、 個別契約に関わるものであ り、 開示は差 し控��

えさせていただきます。��

また、 日本原燃株式会社に関しては、 使用済燃料の再処理、 ウラン濃縮、��

発電所低レベル放射性廃棄物の埋設、 海外事業者からの高レベル廃棄物の輸��

送 ・ 受入れ ・ 貯蔵等の役務および原子燃料サイクルに関する研究についての��

費用を支払っています。 この うち、 使用済燃料の再処理および海外事業者か��

らの高レベル廃棄物の受入れ ・貯蔵等に対しては、 「原子力発電における使用��

済燃料の再処理等のための積立金の積立て及び管理に関する法律」に基づき、��

電気事業者が使用済燃料の発牛量等に応 じて資金管理法人に費用を積み立て、��

その一部を取り戻して 日本原燃株式会社への支払いに充当しており、 当社は��

平成 ２３年度に ５４７億 １千 ８日カ 円を取り戻しています。 その他の支払い内容��

については、 個別契約に関わるものであり、 開示は差 し控えさせていただき��

ます��０��

原燃輸送株式会社に関しては、 使用済燃料、 低 レべル放射性廃棄物の発電��

所から青森県六ヶ所村にある 日本原燃株式会社のサイクル関連施設までの輸��

送役務および原子燃料輸送に関する研究についての費用お古払っています。��

３１��

４��

４��



＜当社の回答＞

日本原子力発電株式会社に対して２２２億５千１自力 門 、 日本原燃株式会社に対

して９９８億７干万円、原燃輸送株式会社に対して２億１千４自力 円をそれぞれ出資

しています。

＜当社の回答＞

日本原子力発電株式会社に対して２２２億５千１自力 門 、 日本原燃株式会社に対

して９９８億７干万円、原燃輸送株式会社に対して２億１千４自力 円をそれぞれ出資

しています。

なお、 支払い内容については、 個別契約に関わるものであり、 開示は差し��

控えさせていただきます。��

４． １． １． ２追加出資��

＜当社の回答＞��

日本原子力発電株式会社に対して２２２億５千１自力 門 、 日本原燃株式会社に対��

して９９８億７干万円、原燃輸送株式会社に対して２億１千４自力 円をそれぞれ出資��

しています。��

４． １． １． ３追加貸付��

く当社の回答＞��

日本原子力発電株式会社、 日本原燃株式会社、 原燃輸送株式会社に対する��

貸付はありません。��

４． １． １．４その他��

＜当社の回答＞��

該当するものはあ りません��０��

４． １． ２各社に対する債務保証等の払允等��

く当社の回答＞��

平成２３年１２月末時点で、 日本原燃株式会社に対して１，６８２億８自力 門、 原燃��

輸送株式会社に対 して３千８自力 円の債務保証残高があ ります。 （平成２４年２月��

１４日提出　四半期報告書で開示）��

３２��



４． ２（回答への追加質問）「２３．直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９十力 円」との回答に対し、 原子力 ・エネルギ

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その

４． ２（回答への追加質問）「２３．直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９十力 円」との回答に対し、 原子力 ・エネルギ

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その

４． ２（回答への追加質問）「２３．直近 １０年間の学者に対する奨学寄付金などの支��

援実績」「合計 ２４件、 総額 ２億 ９十力 円」との回答に対し、 原子力 ・エネルギ��

ー関連の審議会等の委員の研究室が対象であれば、 その実名の公表。 これは��

電力マネーでルールや審議を歪めたとの批判に対 して、 社会的に説明責任が��

ある。��

く当社の回答＞��

大学の寄附講座への支出や研究助成につきましては、 電気、原子力、環境、��

防災など、 当社の事業運営に関連する研究分野であり、 かつ公益に寄与する��

かどうかといった観点から、研究活動や講座の内容等を総合的に勘案のうえ、��

判断しています。��

例えば、 研究等の内容につきましては、 電気系や原子力系などの高度専門��

技術者の人材育成に資するものや、 低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対��

策などの研究 ・教育活動、ライフラインの防災に関する研究などがあります。��

なお、 寄附講座や研究助成に限らず、 寄付金については、 相手方との関係��

や当社の業務遂行上支障となるおそれがある こ とから、 個別の開示は差 し控��

えさせていただきます。��
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４． ３（回答への追加質問）「直近 １０年間の広報の支出実績」に対して、 年間 １７０

～２４３億円もの巨額の広報費が支出されているが、 その うち原子力関連の広報

とそ うで無いものに分けて、 大手新聞 ・ 地上波 ＴＶ・ 大

４． ３（回答への追加質問）「直近 １０年間の広報の支出実績」に対して、 年間 １７０

～２４３億円もの巨額の広報費が支出されているが、 その うち原子力関連の広報

とそ うで無いものに分けて、 大手新聞 ・ 地上波 ＴＶ・ 大

４． ３（回答への追加質問）「直近 １０年間の広報の支出実績」に対して、 年間 １７０��

～２４３億円もの巨額の広報費が支出されているが、 その うち原子力関連の広報��

とそうで無いものに分けて、 大手新聞 ・ 地上波 ＴＶ・ 大手週刊誌 ・ 月刊誌等に��

対する個別広報費用の内訳を公表された し。 これは、 これは電力マネーで世論��

を歪めたとの批判に対して、 社会的に説明責任がある。��

媒体名�� 平成 １３年度�� ●�� ●�� 平成 ２３年度（途中）��

媒体 Ａ（原子力関連）�� 〇〇百万円�� ■�� ■�� ■�� ●�� 〇Ｕ自力 門��

媒体 Ａ（原子力以外）�� 〇〇百万円�� ●　　　 ●　　　 ・　　　 ・�� 〇〇日カ 門��

＜当社の回答＞��

普及開発関係費は販売費と一般管理費に整理されています。��
一般管理費には、 原子力発電所 ＰＲ館の運営費用や、 原子力に関するＣＭ��

などの原子力関連の広報費用をはじめ、 再生可能エネルギー、 安定供給、 電��

気の安全性など事業全般にわたる理解促進のための費用等が含まれています。��

なお、 個別の広報費用の内訳など、 取引内容は営業秘密に該当し、 これを��

開示すると取引先の営業活動に重大な影響が生 じるとともに、 当社の今後の��

取引にも重大な影響が生 じるこ とから、開示は差 し控えさせていただきます。��

（単位：百万円）��

ｌ平成１３年度ｌ��平成１４年度ｌ乎成１５年度��平成１６年度��ｌ平成１７年度ｌ��ｌ平成１８年度ｌ平成１９年度ｌ��ｌ平成２ｏ年度��平成２１年度��平成２２年度��

廠売費�� ０７２１ｌ�� ０８１５ｌ�� ０２９０�� １０８２２ｌ�� １み４８０�� １ａ３２２ｌ�� １４
，
４Ｔ８ｌ�� １２５８８�� １２４７８�� １１４４４��

ー般管理費�� １０２８４�� １１Ｊ３８ｌ�� １０２９６�� ７β２４�� １１∞０�� １０・９０３ｌ�� ８Ｊ４１ｌ�� ７２２７�� ７β出�� ７β６２��

ｌ普及開発関係費合計�� １１∞５ｌ�� １００５４ｌ�� １０，５８８�� １０２４６�� ２亀４０４�� ２４，３０５ｌ�� ２２β５９ｌ�� １９β１６�� １０８７１�� １０，５００��

３４��
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＜当社の回答＞

寄付金の支出にあた りましては、 公益事業としての立場を踏まえ、 公益へ

の寄与、 地域社会への貢献等の観点から、 当該寄付の趣旨を慎重に考慮し、

当社の経営状況等も勘案し、 対処しています。

平成 ２２年

＜当社の回答＞

寄付金の支出にあた りましては、 公益事業としての立場を踏まえ、 公益へ

の寄与、 地域社会への貢献等の観点から、 当該寄付の趣旨を慎重に考慮し、

当社の経営状況等も勘案し、 対処しています。

平成 ２２年

４．４寄付金の支払先と金額、 支払い先での用途
―覧��

＜当社の回答＞��

寄付金の支出にあた りましては、 公益事業としての立場を踏まえ、 公益へ��

の寄与、 地域社会への貢献等の観点から、 当該寄付の趣旨を慎重に考慮し、��

当社の経営状況等も勘案し、 対処しています。��

平成 ２２年度における寄付金の総額は、 約 ６∞件、 １６億 ９千 ５自力 門です。��

内訳は、 国または地方公共団体など指定寄付金として約 ７０件、 ６億 ９千 ９��

自ヵ 円 、 特定公畚増進法人等に対して約 １００件、 ４億 ４千 ３自力 門、 その他��

団体に対して約 ４３０件、 ５億 ５千 ３日カ 円です。��

なお、 相手方との関係や当社の業務遂行上支障となるおそれがある こ とか��

ら、 個別の開示は差し控えさせていただきます。��

３５��



４．５全ての子会社及び関連会社の一覧 （資本金、 出資比率、 事業内容、 関電及

びその子会社と関連会社との間の年間の取引額、 本店所在地の住所番地まで、

在籍する関電 ＯＢ役職員 ・ 顧問 ・ 嘱託などの リス ト、 同様に官僚

４． ５全ての子会社及び関連会社の一覧 （資本金、 出資比率、 事業内容、 関電及

びその子会社と関連会社との間の年間の取引額、 本店所在地の住所番地まで、

在籍する関電 ＯＢ役職員 ・ 顧問 ・ 嘱託などの リス ト、 同様に官僚

４． ５全ての子会社及び関連会社の一覧 （資本金、 出資比率、 事業内容、 関電及��

びその子会社と関連会社との間の年間の取引額、 本店所在地の住所番地まで、��

在籍する関電 ＯＢ役職員 ・ 顧問 ・ 嘱託などの リス ト、 同様に官僚 ＯＢの リス ト）��

＜当社の回答＞��

グループ会社は、 電気の安全 ・ 安定供給の基盤をサポートするとともに、��

電気事業とグループ事業が一体となっ て、 ビジネスや暮らしに密着した ト
ー��

タルソ リューシ ョ ンを提供するこ とで、お客さまの様々なニ
ーズにお応え し、��

グループの持続的成長 ・ 発展に貢献しています。��

平成 ２３年 ３月末時点で ９１社、 うち子会社が ５９社、 関連会社 ３２社となっ��

ており、子会社については、その事業内容等から主に ４つに分類しています。��

「グループサポート」会社は、 発電所の保全や運転、 送配電設備の保全や��

工事、 検針 ・ 集金など、 電力事業に関わる業務をコ ア事業領域としている会��

社であ り、当社と役割分担し、ー体となって電気事業の運営を行っ ています。��

「総合エネルギー」会社は、 電気 ・ ガスなどの 「エネルギー供給」、 エネル��

ギー管理支援 ・ 診断などエネルギーの効率利用を図る 「エネルギーマネジメ��

ン トサービス」、 電気 ・熱 ・ 水などの供給設備の設計 ・建設 ・保守等を行う 「ユ��

ーティ リティ サービス」などを通じ、 お客さまの最適なエネルギ
ー利用を実��

現しています。��

「情報通信」会社は、 関西ー円に構築した光フ ァ イバ
ー網やデータセンタ��

ーを活用 し、 お客さまに情報通信サービスを提供していくとともに、 当社グ��

ループの情報通信基盤を支えています。��

「生活アメニティ」会社は、 低炭素社会にふさわ しい、 先進モデルとなる��

省工ネ ・ 省コ ス ト ・ 省ＣＯ２のマンシ ョ ンや ビルの供給、 ホ
ームセキュ リテ��

ィ
・ 健康管理支援 ・ 介護とい っ た、 安全安心 ・ 快適便利な暮らしのお役に立��

つサービスをご提供しています。��

なお、 公務員出身者の旧在籍省庁等については、 国は国土交通省 １３名、 経��

済産業省 ３名、 環境省 ２名などであり、 主に土木関係技術業務や環境関係業��

務などに従事しています。 また、 地方自治体は警察関係 １６名、 土木関係 １３��

名、 消防関係 １０名などであ り、 主に渉外対応、 土木関係技術業務、 原子力発��

電所における自衛消防隊業務などに従事しています。��

その他のご質問の詳細については、 別紙 ４． ５のとお り回答します。��
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●

田
●

田

別紙４５◇

軣奉 竃��
出
鷲
￥��

¨

巖甕聾５ｒ��
【百万円｝【駒��

当召からの転籍者�� 公８■出鼻者��

会 社 名�� 主 要 事 豪 内 容�� 所　　　 在�� 地��

ｌ　計　ｌ��国８公務Ｂｌ��鷺４５８８��計��
鱸��

【再万骨｝�� ００‐童０��ｌ聾静竃Ｅｔ�� 農〈｝��

ｌ鵠カ
｀んでん１ンジ：ア ン́グ�� ｍｌ�� １∞０��ｌｔカ蘆遷・ｔ気 　情報通信設礦の保全、エ事��ｌ大阪市北区中之島８丁目２誓２７号　ｌ�� ｌ　 ２６４�� ｌ　 ２８４ｌ�� １Ｊ９７��

●－―‐―－－ｌ��

ｌ齢日本わトヮー－ゥサポート�� ，１ｚｌ�� 眠爲��ｌ讓零！ｆ８畠２２８３１３讐矗讐
柱｀’’’’－

ｌ��ｌ大阪市中央区備後町３丁目０番２号 ｌ�� ３７�� ８７ｌ�� ３８２��

ｌ㈱韻�� ２０ｌ�� ５００��ｌ－般貨柚白骨幕逼送‡藁�� ｌｘ鼠市浪轟匡日本櫨東３丁目１５毒 ｌ��
ｌｇ３号��

６３��

関竃ヲラント欝�� ３∞�� １∞０��ｌ火力・原子力プラントの保全、エ事�� ｌ大阪市北区本庄東ｚＴ目９番１８号�� １０４�� １０５ｌ�� １β０８��

矗蔀峡谷銭竃㈱�� ２５０�� １∞０��ｌ旅客・貨特●・送�� 匿山県矗部市黒部峽谷ロ１１番地�� ２１５��

麟原子力安全システム研究所�� ｍ��１∞０��原子力発ｔの安全技術に團する冨實・研究��ｌ櫨井県≡方８美浜町佐田０４号�� ５９��
‐―��

鶴－ュージ‡ック�� ２∞�� ８４０��土木建藁エ事等の靄査・讃計 ・エｆ監理�� ｌ大廠市北区本庄藁ｚＴ目ａ番２０号�� １１�� １１ｌ�� １５ｌ�� １３�� ２８�� ４５８��

麟‡ヌイー‡ス�� １０�� １００��ｌ士木エ事等の翻晝・計画 ・讃計 ・工事監理�� 大霞市北区浪花町１４番２５号�� ４４��

麟原子力‡ンジニアリング�� １∞�� ５５０��ｌ原子力発ｔに傭るエンジニアリング��

ｌ豪；夢２；要１８ミ覇ず１８３・〃祈・
’’’“��

大臣市西医土佐堀１丁目３晝７号�� ４１�� ４１�� ２２８ｌ��
ｒ―　��

麟瓊境櫨合テクノス�� ００�� ●【鳰０�� 大臣市中央区安土町１丁目８番５号�� ５７�� ５７�� ４２３ｌ��

関ｔサービス鬮�� ｝０�� １０００��

鷺嚢鷺罍竃蟹��
大阪市北区西天蒲５丁目Ｈ毒１０号�� ３【｝２�� ｌ　 ３０２�� ３４０��

ー��

麟かんでんジョイナス�� ７０�� ０Ｔ０�� 大阪市北区梅田８丁目８毒１０号�� ２８��

麟かんでん０Ｓ７ォーラム�� ●５�� １｛ｘ１０��

ｌ鷺５喜聾；；；；：；；；冨��
大庇市中央区南船壤３丁目２番１号�� ９２��

・－―‐��

ｌ麟噴竃オ７ィスヮ
ーク�� ●０�� １∞０�� 大辰市北区中之島８丁目２毒２７号�� ９１��

ｌ轡醸‘Ｌ＆Ａ�� ３０�� １０【触��りーん 自角車豊０、保鹸代理店�� 大阪市西区新町１丁目３番１２号�� ３７ｌ�� ３７�� ｌ　　１７９��

由ｎんでんェｊＬォートシぇテム　ｌ�� １０�� １伽��０豪用宦抽車の臺行管理鷺負�� 大辰市西区新町１丁目３番１２号�� １ｌ��

僻かんでん‡ルファーム�� １０�� １剛��ｌダム蕊木等の処理曼託および再生�� ‡山県南砺市葎島１蕃地�� ０ｌ��

鷺轟轟８轟��
二ヨ��

僻藺ｔバワー予ック�� ３０�� １曲�� ｌ大０【市港聾弁天・Ｔ目２番１
－１０∞号�� ００�� ８０�� ６０５��

幽ｔビジネスサポート㈱�� １０�� １α周��ｌグループＧＭＳ、支払手焼代行豪癌　　　　ｌ��ｌ大阪市北区中之島８丁目８番１０号�� ０ｌ��

１９牡 小　 計�� １５３
．
７５４ｌ�� ９３７ｌ�� ｌ　 ０３８�� １０�� ２８�� ４４�� ０４１０ｌ��

麟欝ｔ‡ネルギーソリューション ｌ�� １５２∞�� １∞０ｌ��

轡鷺罍瑠��
大阪市北区中之島３丁目８番１６号�� ７４ｌ�� ７４�� ４１５ｌ��

ー‐��

Ｅ＆０‡ネルギーサービス㈱�� １０�� １∞０ｌ�� 大阪市北区中之島３丁目８肴３号�� ０ｌ�� ５７ｌ��

関ｔ‡ネルギー開発麟�� １矗畑�� １∞０��ｌ臨供給事業、雛エネルギ→０ｔ‡黨�� 大阪市北区中之島０丁目２番４０号�� ３８ｌ�� ３０�� ７１��

壤ＬＲＧ㈱�� １０∞�� ｝（鳩��ｌＬＲＧの曼入 ・貯鷺噴化・選出および払出�� 堺市西匿藁港新町３Ｔ１番地１０号�� ０ｌ�� ６５��

越前‡ネライン牌�� ４９５�� ０１１��ｌガスの聾遺、供給およ【鷹涜�� 櫨井県越前市鷺久町第１１８号１０ｆ２�� １５��
ドー－��

大霞バイオ‡ナジー輯�� ８�� ５１０��鷹鷺鷲證籌
餌゚“殻”` ェ’施’` “

ｌ��大畩市北区中之島３Ｔ目０番１０号��
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鴛靄��
当社からの転鷺者�� 螢轟員出身肴��

会 社 名�� 主 要 事 慕 内 容�� 所　　　 在�� 地��
｛百万円｝�� 碇員・■員��２１串０艶●��ｌ　 計　ｌ国家公務ｎｌ��地方公８員��ｌ　 計��

日本原熾榊�� ｌ●∞ｍ翻�� １００ｌ��醤臺ｉ！３５ｌｉ蝋ｉ；ｆ１繭��
，●轟嶽ょ北部六ヶ扇村大字尾蚊字��
８０４警地１飼��

３��

日本原子力艷景麒�� ｌ１２０∝凋�� １８５ｌ��ｌ８子カｆ韻�� 棗亰８干代田匿神田葵士代町１毒地１�� １β４２ｌ��

麟｝きんでん�� ｌ　２０●１１ｌ�� １８９ｌ��ｌｔ気
・惜報遺信環境鬨遺エ＊�� 大阪市北区本庄東２丁目３苦４１号�� ２０�� ２１ｌ�� ０９３０ｌ��

闇西国瞭空港駄供給牌�� ｌ　 串｛刈�� ２００ｌ��ｌ８供８櫨�� ｌ大臣府・Ｌ南８田尻町泉州空竃中１ｆ地�� ０ｌ�� １９��
―－‐��

和歌山共同火力㈱�� ｌ　 乙０叫��・川��ｌ火ヵ発竃�� ｌ和歌山市凄１艫０番地�� ２ｌ�� ０ｌ�� ８７��
－－ー��

大肢臨海憾供怡麟�� １０【旭�� ｍ０��ｌ艫供船●礦�� ｌ大厭市此花区島屋５丁目１番２０２号�� ０ｌ�� １８��

麟エネゲート�� ４９｝�� 竃｝０��ぼ巍！罍賑売・８聾、取替、…��ｌ大厭市北医大淀北１丁目０竃１１０号�� ３９�� ３０ｌ�� ｍ�� ７１０��

鵬ハイドロエッジ�� ４鯛�� ８０ｌ��ｌ水素及び空気分＊【ガぇｏ製造厭売�� 聾市轟０罍轟轟００Ｔ・毒竃矗聾　 ｌ�� ０�� ヨ��
日豪ウラン寶轟闡発㈱�� ｌ　　噛７�� ５００ｌ��懿罍韶

ゥ゚’’實鷺 臨゚“蕊”’��
大厭市北区中之島３丁 目０毒１８号　ｌ�� ］��

甲實ェナジ１�� ｌ　　８５５�� ８・０ｌ��ガスの製造、供船および販売（大口 、卸｝�� ｌ竃１ｔ衆甲・ｔ市水ロ町ひのきがｍ２ｆ地 ｌ��

大阪スクールアＪＩ―ティサービス㈱��ｌ　　２５�� ５゚０ｌ��大阪府立高櫨に対する空鼠サ
ービスの螻供��ｌ大阪市北区中之島０丁目８膏１６号　ｌ�� ０ｌ��

舶西住宅品質操短マネジメン幽��ｌ　　２∞�� ８｝５ｌ��臺量豊臺臺童霽罍
”゙究ぉ‘゚ 開“佳��

幡供怡事秦��

ｌ犬飾北区中之島ａ丁目ｅ番１ｅ号 ｌ�� ０ｌ��

神戸懿供蛤鯛�� ｌ　　２∞�� ２・０ｌ�� Ｈ戸市中央区員浜轟岸丑１丁 目５ｆ１号 ｌ��
ー――��

八尾医礦ＰＨ㈱�� ２∞�� 蹴０ｌ��ハ尾市立病院帷持管理
・運営事棗�� ｌ′ヽ尾市光町１→０��

ｌ――――ｌ��
Ｂ本ｔ子照射サービス鵬�� ２∞��ｌ　　　ｍ０ｌ��‡子巍轟射による竃酉●甕�� ｌ裏京都品川区大崎１丁目１７毒０号　ｌ�� ３Ｂｌ��

・―――――・��

関��

連��

社��

会��

麟子ルヤ�� １９９��ｌ　　　・２７ｌ��
罍合逼倍システム礪発【モバイルコンテンツ、】ＴＭ��
りｊーション】��

ｌ静Ｒ市嚢区北沼上１１９７‐１�� ２２��

エル・エナジー欄�� １５０��ｌ　　　・９０ｌ��ＬＮ０の厭売�� ｌ大阪市北区中之島３丁目０毒２３号　ｌ��

国際原子力闘卿�� １∞��ｌ　　　１５０ｌ��

鷺襲窟器��
ｌ豪亰轟千代田区内幸町１丁目１毒｝号 ｌ��

麟神戸コミ１：子イ　エクスチェンジ�� ００��ｌ　　　３１｝ｌ�� ｌ神戸市中央８亰町 ９゚５�� 倒��

麟国際競格認置櫨楙�� ｔ笛��ｌ　　　ｍ０ｌ��罍際轟率化櫨棒規措０毒晝登峠�� ｌ大厭市中央Ｂ安土町１Ｔ目‘＊９号�� 川��

麟エコクリエイト大農�� 伽��ｌ　　　３・０ｌ��産豪廃豪龝処珪施設の運転及び纏持管瓊��ｌ東亰都中央医棗地５丁目０番骨　ｌ�� 【‖�� １４０��
ー―��

サンロケ・ ｛́ワー��
８万６８��ｌ　　 舶ｌ��フィリピンにおける水力発■●棗�� ｌ竃５：５：＝８；２：５５；

”゚”“～‘`

ｌ�� ０ｌ�� 司�� ８０��

オージーかんでん共同企画輯�� １０�� 知目��
白杜の恭同昊竃優再案件の実鱸可能性凾臺の��
覺畦��

大臣市北区中之島８Ｔ目０番１０号　ｌ��
ー��

目９ラッシー・７ァミリ―コンシＩルジ‡爵西�� １０��ｌ　　　・珂��毒事代行、シッタ
ー

、介助等サービス�� 芦屋市船戸町０‐１５�� １２��

日本インドネシァ ・エル ・エヌ ・ジ→轟�� １０��ｌ　　　 ・９１��讓化天蕎ガスの旅人�� 東京都港矗虎ノＭ５Ｔ目１２番１号�� ０�� １１��
‐－―��

口ジャナ・バワー��
１ｆα１��

百万ｎ
－

：́��
鯛０��タイ国０ジャナエ豪団地におｆるｔカ ・艫事棗��

１１廿１Ｆｂ０；Ｓｍ０●Ｔｈ６Ｔ０Ｗ・ｒ３〃３２��
Ｓ血ｈＷｎｖｔ２１Ｒｍｄｍ５０ｋｅ），��
Ｋｍｆｔ０ｅｙＮｍ岫ｔｔ４ＭＢｍ０臥��
１０１１αＴｈ・ｉｋｎｄ��

２８��

ジＩイド・ ｛́ワー・ホールヂイング社��
１Ｅ��

キ】－Ｕ��
ｌ　　　鯛０��ジェイド・′｛ワーーインベスト〆ント社‐の投實��

Ｓ０１Ｗ０１５ｆ｛γｂ・ｎ１０２亀 １０｝７ｘｘ��

・Ｍ・・・ｒ６ｍｍ・竃矗壺０恕む��
Ｓｍｗ｝１６Ｗｈｍ１０２１１０７｝ｘｘ��
Ａｎｄ廿ｄ１ｍ小●ＮＰｔｈ●ｒｈｎｄ，��

ーー――ー‐��

夢ェイド・バワー－・インバストメント社��
キ】‐０��
曲��
ｌ　　　 鯛０��インドネシア国の発ｔ‡豪会社ヘの投寶��

７イオン・ ｛́ワー（２００８）��
１１倒��

首万０８��
ｌ　　　ｚ▼・��シンガポール国ｔ氣事豪に対する投融實��

・■ｔ５０ｎｎ，・・【晦・０・０５個��

萎８鐶器９ｔ山轟 北８��
‐―・・��

国光ｔ力皎傍有限公司��
聾角��

貢万 ＨＴ０��
ｌ　　　ａ０��台濱における火力発ｔ事豪�� ２１��

名周ｔカ股０有限公司��
・咽��

鳶万 ＨＴ０��
ｌ　　　ｍ５��ｌ台轟ｌ＝おける水力発電‡棗��

屡鑒竃０
安゚£轟：゙ｆ３覇゜８ｍ閉聾ｔ゚

ｌ��

曾北市膏島西路１１号１４階�� １８��

上轟農ｔ・Ｔビァ０ｎェン５－ァ〃ン畑��
千蹴��ｌ　　　１ｚ゚�� 廣竃聾醤

’゚゜゚ 新天国瞭��
０ｌ�� ０ｌ�� ０ｌ��

小計 ０２杜�� － ｌ�� ｌ　　５８．８４川��０９ｌ�� ７０ｌ�� １２ｌ�� Ｅ圃��
合計 ９１杜�� － ｌ��■　　　　 ‐�� ｌ　 ８１８．５７２ｌ�� １β１０ｌ�� ｌ　１β２１ｌ�� ２５ｌ�� ４４ｌ�� ２５８９゚ｌ��

淤各社との取引額に１いてｌま、営業秘密に該当するものであり、 これを開示すると、取引先に重大な影鷺が生じ６とともに、 当社の今後の取引にも竃大な影響が生じることから、会社ごとの数値は．開示を差し控えさせていただきます．��
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４．６燃料の調達先一覧 （―覧が開ホ不可なら固有名詞無しの契約別の取引単価

【単価又は価格決定カ式】、 取引量）

４．６燃料の調達先一覧 （―覧が開ホ不可なら固有名詞無しの契約別の取引単価

【単価又は価格決定カ式】、 取引量）

４．６燃料の調達先一覧 （―覧が開ホ不可なら固有名詞無しの契約別の取引単価��

【単価又は価格決定カ式】、 取引量）��

く当社の回答＞��

個別の契約先および取引単価については、 契約上の守秘義務があり、 今後��

の取引に重大な影響を与えるこ ととなる うえ、 固有名詞無 しとしても、 取引��

数量から相手先を容易に特定されますので、 開示は差 し控えさせていただき��

ます。 代わ りに、 燃料種別ごとの国別の調達数量と、 年度ごとの消費単価 （諸��

経費 ・ 税金等込み）、 価格の決定方法を以下のとおり開示いた します。 前回お��

示しした「当社の消費単価推移と全日本通関価格の推移の比較」と合わせて、��

当社の燃料価格レベルについて十分にご理解いただけるものと考えます。��

■��国別調達数量ー覧��

＜原油＞�� （千 ｋｌ）��

国名�� Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度��

イン ドネシア�� ７７１�� １，６８１��

ベ 卜ナム�� ２４６�� ９８７��

豪州�� ３０�� １８９��

中国�� ２０�� ２０��

ガボン�� ４３５��

口 シア�� ５０５��

マ レーシア�� ２８７��

ス
ーダン�� １８０��

その他＊�� １５��

計�� １，０７２�� ４，２９９��

＊当社の発注性状に合わせて元売 りが複数銘柄をブレン ドした原油のため、 油種分類ができないものを��

「その他」に分類��

３９��

５��

０��

０��

（

Ｕ��

（

Ｕ��



　 ５，２９３５，２９３　 ５，２９３５，２９３

く ＬＮＧ＞�� （千 ｔ）��

国名�� Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度��

イン ドネシア�� ２，６７８�� ８６９��

豪州�� １，０５３�� ９３７��

マ レーシア�� ６０１�� ６６６��

口 シア�� ３１７�� ３１８��

カタール�� ２９７�� １，７８９��

エジプ 卜�� １２０��

赤道ギニア�� ８１６��

卜リニダード�� ２６２��

ナイジェ リア�� １，１４９��

オマーン�� １８９��

アメ リカ��

ベルギ�� ６９��

ノルウェー�� ６０��

アルジェ リア�� ５９��

スぺイン�� ４９��

計��ｌ　 ５，２９３��５，２９３�� ７，４２２��

＜石炭＞�� （千 ｔ）��

国名�� Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度��

豪州�� ３，２６３�� ２，７４９��

イ ン ドネシア�� ７２８�� ８８５��

中国�� ７１�� ７４��

南√フ リカ�� ８５��

アメ リカ�� １６０��

計�� ４，１４７�� ３，８６８��

・ 消費単価 （諸経費 ・ 税金等込み）（円／ｋｌ、 円／��

燃料�� Ｈ２２年度�� Ｈ２３年度��

原油�� ５３，４９８�� ６４，７４６��

ＬＮＧ�� ４８，２５９�� ６３，４１４��

石炭�� １０，６２６�� １２，３６５��

４０��

９��１■��１■��

６��１■��１■��
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Ｕ��
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ｌ

１
■��



く原油＞

産油国公示価格
＊
＋外航 ・ 内航運賃等

（参考）原油の調達方法

く原油＞

産油国公示価格
＊
＋外航 ・ 内航運賃等

（参考）原油の調達方法

■��価格の決定方法��

く原油＞��

産油国公示価格
＊
＋外航 ・ 内航運賃等��

（参考）原油の調達方法��

【原油生産者】�� 【外航９ンカ
ー

】�� 【国内外中継蟇珊��【内航匁功→�� 【当窪纂譽韶��

〆
－
－‾

；
�́�

』．��
◆Ｆ°Ｂ（当社ヵ輸`響��

Ｅ当社専用】�� 鵠��
’

０
゛

鷺３ヲ��
鱸罍響窟鷺��

くＬＮＧ＞��

ＬＮＧ代（ａｘ＋ｂ）
’
＋外航船運賃等��

（参考）ＬＮＧの調達方法��

【ＬＮ０生産者】�� 【ＬＮ６専用３Ｃノブ｝→�� 凹社設嗣��

ー��
‐��

ｍ��
◆ＦｃＢ（当社が輸送手幽��

竃竃��
礪怡��

　　��

‐ｒ　　 １��

５£Ｊ８ｌ：‐・
－－

＝」��
Ｌヽ　　　Ｊ片��
・ｃ８；ｒ０轟‡〃；礦選龝��

◆０・６万０聾５鷺��

憾ｆ鰍矗�� 窟��

ｍ鱸聾８盧臺脚�� （当ｔｔ；１≡醐��

く石炭＞��

石炭代 （ｘ＋ｃ）
‡
＋外航船運賃等��

（参考）石炭の調達方法��

ー��
蹴蜘��臨送朏�� 日祖��

‐冨��
◆Ｆ∞（当社が輸送手配）��

発砺��

●��

◆生産地から貨車等で��
積出滝まで櫨選��

蹴蹴曲龝��

◆需給調整を目的乱ｔ��
４唇讐ｆ堪を経由する場合あり��

剛、貯鯛　 雌≡刷��

’

市況に基づいて決定される原油の公式販売価格��
’
変数ｘは全日本原油通関価格や欧米ガス価格等。 定数 ａ，ｂは交渉によ り決定��
‡変数ｘは公表されている市場価格指標。 ｃは性状に基づいて交渉 ・ 決定��

４１��

Ａ
醤��
』

　

５£Ｊ８ｌ：
窟��

醐��

』

　

５£Ｊ８ｌ：
窟��

醐��



〈当社の回答＞

上記のうち、 子会社または関連会社を通じた燃料の調達はありません。

〈当社の回答＞

上記のうち、 子会社または関連会社を通じた燃料の調達はありません。

４．７　上記のうち、 子会社または関連会社を通じた燃料の調達については詳細な��

情報��

〈当社の回答＞��

上記のうち、 子会社または関連会社を通じた燃料の調達はありません。��

４２��



プルー卜 ＬＮＧプ口 ジ

ェク 卜の上流ガス田

プルー卜 ＬＮＧプ口 ジ

ェク 卜の上流ガス田

４．８　保有する燃料関連資源に関する権利の一覧��

く当社の回答＞��

燃料�� 対象�� 権利��

ＬＮＧ��
プルー卜 ＬＮＧプ口 ジ��

ェク 卜の上流ガス田��
１∞％子会社を通じて ５％の権益を保有��

ＬＮＧ�� ＬＮＧ船��
７０％出資の子会社を通じて ＬＮＧ船 １隻��

（１４５，０∞吊）を保有��

４３��



４． ９　役員毎の報酬をどうしても開示できない理由及び本人の同意があれば開

示できるのかどうかについて

４． ９　役員毎の報酬をどうしても開示できない理由及び本人の同意があれば開

示できるのかどうかについて

４． ９　役員毎の報酬をどうしても開示できない理由及び本人の同意があれば開��

示できるのかどうかについて��

く当社の回答＞��

当社は、 取締役および監査役に対する報酬、 賞与については、 株主総会の決��

議に基づき取締役会の決議あるいは監査役の協議によ り面市曼当な金額を決��

定するととともに、 法令に従い、 事業報告においてそれぞれ総額を開示してい��

ます。��

このよ うな方法は、 適法と認め られており、 ―般的にも採用されているもの��

です。��

当社には、法令で個別開示が義務付けられている １億円以上の報酬を受け取��

っている役員はおらず、また、役員報酬につきましては、各人別の金額よりも、��

経営に係るコ ス トとしての総額が重要であると考えておりますので、本人の同��

意の有無にかかわ らず、 各人別の報酬額を開示するのではなく、 報酬の総額を��

開示する こ ととしています。��

（参考）��
■��平成 ２２年度の役員報酬��

役員報酬��基本報酬��

与��賞��

合��計��

９億４，��

１億 １，��

０億５，��

５Ｏ０万円��

０００万円��

５Ｏ０万円��

※基本報酬は、 取締役 ２２名および監査役８名の総額です。��

※基本報酬には、 第 ８６回定時株主総会の終結の時 （平成２２年 ６月末）を��

もって退任した取締役２名および鷺杳役 １名に対する報酬額を含みます。��

※賞与は、 取締役 ２０名の総額です。��

■��平成 ２３年度の役員報酬��

役員報酬��基本報酬��

賞��与��

計��

９億２��

不��

９億２��

７００万円��

支　給��

合�� ７Ｏ０万円��

※基本報酬は、 取締役 ２３名および監査役 １１名の総額です。��

※基本報酬には、 第 ８７回定時株主総会の終結の時 （平成２３年 ６月末）を��

もって退任した取締役４名および監査役４名に対する報酬額を含みます。��

※平成２４年３月から、 取締役の年間報酬額を １５％ （社外取締役について��

は １Ｏ％）減額しています。��

４４��

１
■��

●
●��
●
●��
●
●��



４． １０　主要株辛 ト位 １∞社 （人）の リス ト （株主としてではなく大阪市として

の開示請求として）

４． １０　主要株辛 ト位 １∞社 （人）の リス ト （株主としてではなく大阪市として

の開示請求として）

４． １０　主要株辛 ト位 １∞社 （人）の リス ト （株主としてではなく大阪市として��

の開示請求として）��

＜当社の回答＞��

当社は、法令に従い、事業報告、有価証券報告書および第 ２四半期報告書に、��

大株主 １０名の氏名および保有株式数を記載しています。��

株主さまの情報については、 法令等に定める手続きをいただかなければ、 地��

方公共団体からの開示請求であっ ても、 これを開示する こ とはできません。��

しか し、 株主である大阪市さまから、 法令等に定める手続きに従い、 すでに��

株主名簿の閲覧謄写請求をいただいてお りますので、準備ができ次第ご連絡を��

いた します。��

なお、 第 ８８期第 ２四半期報告書 （平成 ２３年 ７月 １日～平成 ２３年 ９月 ３０��

日）��に記載している大株辛 ←位 １０名は以下のとおりです。��

【大株主の状況 （上位 １０名）】（平成 ２３年 ９月末現在）��

株　 主　 名��
所有株式数��

（千株）��

大　　 阪　　 市�� ８３．７４８��

日本生命保険相互会社�� ４２．９０９��

日本卜ラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）�� ３６
，
０２５��

神　　 戸　　 市�� ２７
．
３５１��

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）�� ２３．０８２��

関西電力持株会�� １７．９６９��

ＳＳＢＴ０Ｄ０５０ＭＮＩＢＵＳＡＣＣＯＵＮＴ―ＴＲＥＡＴＹ��

ＧＬＩＥＮＴＳ��
１５
．
９４０��

株式会社みずほコーポレート銀行�� １２．９７８��

株式会社≡井住友銀行�� １１，１２８��

株式会社：愛果京ＵＦＪ銀行�� ９．４７２��

２８０．００２��

｛注）当社の自己株式は、 上記の表から除いているｇ��

４５��

計��



４． １１　 パーティ
ー券購入先をどうしても開示できない理由及び相手先の同意が

あっ ても開示できないかどうか

４． １１　 パーティ
ー券購入先をどうしても開示できない理由及び相手先の同意が

あっ ても開示できないかどうか

４． １１　 パーティ
ー券購入先をどうしても開示できない理由及び相手先の同意が��

あっても開示できないかどうか��

＜当社の回答＞��

政治家のパーティ については、 有益な情報の収集など、 事業遂行上、 有意義��

なものについて、 必要に応じてパーティ券を購入 し、 出席するこ ととしていま��

す��０��

パーティ券の購入に関しては、政治資金規正法によ り購入にかかる制限や開��

示の条件等が規定されていますが、 法令上開示が求められているのは、 受け取��

った側 （政治団体の会計責任者）であり、 開示の対象となるのは、 １回あたり��

の購入金額が ２０万円を超える場合です。��

購入者側から購入実績を開示する こ とは法令上求められておらず、 また、��

回あた りの購入金額が ２０万円を超えるケ
ースはない こ とから、 相手先の同意��

の有無にかかわらず、 開示は差 し控えさせていただきます。��

１��

４６��



４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比

率

４． １３　調達のうち、 子会社及び関連会社からの調達の額及びその比率

４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比

率

４． １３　調達のうち、 子会社及び関連会社からの調達の額及びその比率

４． １２　財 ・ サービスの調達について競争入札を行っ ていない契約金額とその比��

率��

４． １３　調達のうち、 子会社及び関連会社からの調達の額及びその比率��

＜当社の回答 ４． １２、 ４． １３＞��

取引先の選定については、 当社が必要とする品質、 価格、 納期、 技術力、 施��

工実績およびメ ンテナンス体制等を備えた取引先による指名競争発注を原則��

としています。��

ただ し、��

（１）特許 ・ 実用新案等を有し、 その権利が公開されていない場合や、卓越��

した専門的技術によ り他の取引先からの調達が困難な場合��

（２）既設設備との関係上、 同―または特定の取引先に発注する必要がある��

場合��

（３）工期確保上必要な場合��

等については特命発注をしています。��

また、 委託契約等は、 元々当社が直営で実施していたもので、 当社管内を広��

くカバーし、継続的に均―なサービスを提供すべき業務をア ウ トソ
ース したも��

のがあ り、 そ うい ったものについては、 当社と同様のサービスを提供しうる事��

業者を念頭に取引先選定を行っ ています。��

以上の基本的な考え方によ り、 個別件名ごとに、 品質や供給安定性などの安��

定調達とコス ト低減の両立の観点から、 最適な発注形態を採用 しており、 競争��

入札および子会社 ・ 関連会社の比率等を管理する必要性はなく、 全社のすべて��

の実績は把握しておりません。��

今回、 ご質問にお答えするために、 発注の主要部分である本店購買室契約分��

について調査を行いましたので開示させていただきます。��

（平成 ２２年度　本店購買室契約における随意契約。ただ し、 上記（１）および（２）��

によ り特命発注する場合を除く。 ）��

契約金額 ＝約 １，５４０億円��

比　　率 ：３７％��

（平成 ２２年度　本店購買室契約における子会社および関連会社の割合）��

契約金額 ＝約 １，５５０億円��

比　　率 ＝２６％��

なお、 契約価格の決定にあたっ ては、 競争入札 ・ 特命見積、 子会社および関��

連会社 ・ ー般会社にかかわ らず、 価格低減を大前提として、��

（１）市場価格との比較��

４７��



（２）当社各種実績価格との比較

（３）原価計算書による検討

等の方法によ り査定価格を算定したうえで取引先と交渉し、適正な価格で契

約するよう努めています。

さらに、 コ ス ト低減および効率化の取組みとして、 毎年、

（２）当社各種実績価格との比較

（３）原価計算書による検討

等の方法によ り査定価格を算定したうえで取引先と交渉し、適正な価格で契

約するよう努めています。

さらに、 コ ス ト低減および効率化の取組みとして、 毎年、

（２）当社各種実績価格との比較��

（３）原価計算書による検討��

等の方法によ り査定価格を算定したうえで取引先と交渉し、適正な価格で契��

約するよう努めています。��

さらに、 コ ス ト低減および効率化の取組みとして、 毎年、 調達計画の公開を��

行い、 広く取引先から各種提案を募集するとともに、 発注にあたっ ては、 指名��

競争入札に加えて、 さまざまな発注方法の工夫 （※１）によ りコ ス ト低減を図��

っています。 また、 継続取引においては、 取引先や当社実施部門とともに、 サ��

プライチェーン全体最適化 （※２）の観点から、 安全 ・ 品質や工事力の確保お��

よび技術力の維持を図るとともに、 仕様や物流方法 ・ 発注単位の見直 しや業務��

運営方法の合理化 ・ 効率化による原価低減に取り組む （※２）こ とで、 中長期��

的な観点から安定調達とコス ト低減の両立を目指しています。��

今後も、 厳しい収支状況が予想されるため、 これまで以上に、 競争入札の可��

能性の追求や競争効果を高める発注方法の工夫、 取引先提案の活性化、 価格査��

定の充実等によ りコス ト低減に取り組んでまい ります。 また、 サプライチェ
ー��

ン全体最適化の取組みによ り安定調達と原価低減の両立に注力 してまい りま��

す��０��

（※１）さまざまな発注方法の工夫によるコ ス ト低減の取組みの具体例��

〇同種機器資機材 ・ 工事のまとめ発注��

・ 通信機器をまとめて発注 し、 スケールメ リッ 卜により２０％程度の低減��

・ 送電線工事において、 工事場所が近接する件名をまとめて発注し、 スケ��
ールメ リッ 卜および間接⊥事費等の重複部分の削減により、 ３０％程度��

の低減��

〇新発注カ式（電子入札）��
・ ＯＡ機器、 電化製品、 什器類などの汎用品の電子入札 （リバースオーク��

シ ョ ン）による競争効果によ り、　３Ｏ％程度の低減��

〇総合評価方式��
●��発電設備において、 イニシャルコ ス トに加えて、 メンテナンス等のラン��

ニングコ ス トや発電効率を加味した総合評価での入札を行うこ とによ��

り、　３０％程度の低減��

〇取引先提案��
■��送電線の大規模工事において、 裕度のある⊥事期間の中で受注者の裁量��

による⊥事⊥程を可能とした取引先提案募集を行い、 作業員の効率的稼��

動を実現するこ とによ り、　３０％程度の低減��

４８��



（※２）サプライチェーン全体最適化による原価低減の取組みの具体例

〇調達
・ 配電資機材において、 製浩工程の見直し等により１０～２Ｏ％程度の低

減

（※２）サプライチェーン全体最適化による原価低減の取組みの具体例

〇調達
・ 配電資機材において、 製浩工程の見直し等により１０～２Ｏ％程度の低

減

（※２）サプライチェーン全体最適化による原価低減の取組みの具体例��

〇調達��
・配電資機材において、 製浩工程の見直し等により１０～２Ｏ％程度の低��

減��

〇請負工事��

制御所および通信設備の点検工事において、 施工方法の改善および工事��

量の平準化を図るこ と等によ り１０～２０％程度の低減��

〇業務委託��

・送電関係の巡視において、 支店ごとに異なっ ていた仕様の
ー元化と、 発��

注単位の見直しによる工事量の平準化によ り１０％程度の低減��

■��
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４． １４　調達のうち、 関電 ＯＢが所属する企業からの調達額、 契約件数、 主要取引

上位 １００の内容

４． １４　調達のうち、 関電 ＯＢが所属する企業からの調達額、 契約件数、 主要取引

上位 １００の内容

４． １４　調達のうち、 関電 ＯＢが所属する企業からの調達額、 契約件数、 主要取引��

上位 １００の内容��

＜当社の回答＞��

子会社および関連会社の会社別の当社出身者在籍状況については、 ４． ５に記��

載のとお りですが、 その他の会社については、 どの会社に何名所属 しているか��

等詳細については、 把握していません。��

また、 発注にあたっては、 ４． １２、 ４． １３で述べた基本的な考え方によ り、 個��

別件名ごとに、品質や供給安定性などの安定調達の面とコス ト低減の両立の観��

点から、 最適な発注形態を採用 しており、 当社出身者が所属するか否かを考慮��

した発注は行っ ていません。��

なお、 取引先との取引内容については、 営業秘密に該当するものであり、 こ��

れを開示すると、 取引先に重大な影響が生 じるとともに、 当社の今後の取引に��

も重大な影響が生じる こ とから、 開示は差 し控えさせていただきます。��

５０��



＜当社の回答＞

ＬＮＧの調達に関 しては、 現在、 低廉な価格による調達に向けて引き続き

最大限努力 しているところであり、 具体的には、 建設前の ＬＮＧプ口 ジェ ク

卜と購入契約を締結 して上流事業に参画 し、　ＬＮＧプ口

＜当社の回答＞

ＬＮＧの調達に関 しては、 現在、 低廉な価格による調達に向けて引き続き

最大限努力 しているところであり、 具体的には、 建設前の ＬＮＧプ口 ジェ ク

卜と購入契約を締結 して上流事業に参画 し、　ＬＮＧプ口

４． １５　ＬＮＧの調達価格引き下げの見通し��

＜当社の回答＞��

ＬＮＧの調達に関 しては、 現在、 低廉な価格による調達に向けて引き続き��

最大限努力 しているところであり、 具体的には、 建設前の ＬＮＧプ口 ジェ ク��

卜と購入契約を締結 して上流事業に参画 し、　ＬＮＧプ口 ジェ ク 卜の新規立ち��

上げから関与するこ とで、 供給力増による需給バランスの緩和への貢献や、��

プ口 ジェ ク 卜か らの収益による実質的な調達コ ス ト低減等に取り組んでいま��

０��

また、 欧米ガス価格に リンク した ＬＮＧ購入契約を一部導入してお り、 さ��

らに、 新規の供給先として、 非在来型ガスの―種であるコール ・ ベ ッ ド・ メ��

タン （ＣＢＭ）を原料とした豪州の ＬＮＧプロ ジェ ク トとの間で ＬＮＧ購入��

契約を締結する等、 少 しでも低廉な競争力ある価格での調達に努めています。��

（その結果の当社の ＬＮＧ価格水準については、 別紙 ４． １５のとおり）��

しか し、　ＬＮＧのマ
ーケッ トは、 欧米では国内 ・ 域内のパイプライン天然��

ガス価格で相場が形成されているのに対 し、 無資源国の 日本を始めとするア��

ジアでは、　ＬＮＧの代替となるパイプライン天然ガスがなく、 ほぼ全量を Ｌ��

ＮＧ輸入に頼っ ているため、 大体原油価格に リンク しています。 このため、��

パイプライン天然ガスという売主に対する牽制材料を持たない現在のアジア��

のマーケ ッ トレベルは、 原油価格の高騰につれて欧米よ りも高く推移 してお��

り、 その レベルを大幅に引き下げるこ とは容易ではありません。��

５１��
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く当社の回答＞

当社の所有する ＬＮＧタンク一覧は、 以下のとおりです。

く当社の回答＞

当社の所有する ＬＮＧタンク一覧は、 以下のとおりです。

４． １６　所有する ＬＮＧタンクの一覧、 及び月次の使用実績��

く当社の回答＞��

当社の所有する ＬＮＧタンク一覧は、 以下のとおりです。��

基地名�� タンクの基数 ・ 容量��

８０千ｋ��

４０千 ｋ��

６基��

姫路�� １基��

計　５２０千 ｋｌ�� （２３９千 ｔ）��

堺 ＬＮＧ＊��
１４０千 ｋｌ�� Ｘ　 ３基��

計　４２０千 ｋｌ�� （１９３千 ｔ）��

＊堺 ＬＮＧ基地は当社が ７０％を出資する堺 ＬＮＧ （株）が運営��

また、 基地別 ・ 月別の受入実績は、 以下のとおりです。��

基地ごと月ごとＬＨＧ愛入量��
【ギ‡｝��

Ｈ盈年度�� Ｈ２３年度��

４ｆ１�� ５月��ｌ６８��｝月��ｌ８月 ｌ�� ０月 ｌ�� １０月��１１月��ｌ１２月��ｌ１片��ｌ２月��ｌ３月��４月��５月 ｌ�� ６月 ｌ�� ７月 ｌＢ月��ｌｇｎ��●０月��１１月 ｌ�� 、ｚ月ｌ�� １月��

姫路�� ２２０��ｌ　１９０��ｌ　１６８��２８５��ｌ２９・�� １９０ｌ�� １１７�� １●●��ｌ１｝８��ｌ２０２��ｌ２２Ｂ��ｌ２０９��ｌ１０｝�� ２１２�� ２９０ｌ�� ３５ｚｌ３５・�� ２０２�� ｔ｝０�� ２８８�� ３８０ｌ�� ３鯛��

堺田０�� ２２５��ｌ　１７２��ｌ２５１��ｌ２３７��ｌ２８ａｌ�� ２８４ｌ�� １７５�� 旧９��ｌ２２５�� １ｍ��ｌ３０ｌ�� ｌｚ２Ｄ��ｌ１｝４�� １１４�� ２９０ｌ�� ８３ａｌａ０�� ３叫��ｌ３３０�� ２８０ｌ��ｌ０・ｌ�� ３３４��
計�� ４５３��ｌ３゚２��ｌ４１０��ｌ５２２��ｌ５７４��４０３ｌ�� ２

９２�� ０１２��ｌ４ｍ��０ｍ��ｌ５２９�� ５〔堰��２０１�� ３２６�� ５９●�� ８０６ｌ８５０�� ５Ｂ０��ｌｍ９�� ５５０�� ７５３�� ７２●��
・置攝��轟Ｊｔに６り８骨��かｇ８５Ｌ、‐Ｅがむ竃��

■��ＬＮＧタンク運用の現状について��

堺ＬＮＧ基地のタンク運用幅は約 １８万 ｔで、 発電所のフル稼動時には １． ３��

万 ｔ／日の ＬＮＧを消費します。 直近 １年間はＬＮＧ需要の増加によ り ３６５��

万 ｔの ＬＮＧを受け入れており、 タンクの回転数は ２０回／年以上と高回転に��

なっています。��

姫路基地のタンク運用幅は約 ２２万 ｔで、 発電所のフル稼動時には １． ３万 ｔ��

／日の ＬＮＧを消費します。 直近 １年間は ３５９万 ｔの ＬＮＧを受け入れてお��

り、 タンクの回転数は １６回／年以上となっています。��

上記のためにタイ 卜な ＬＮＧ船の入港調整を強い られていますが、特に今冬��

はＬＮＧ需要増と荒天による ＬＮＧ船の入港遅延の影響を受け、 困難な運用��

が続きました。�� （堺ＬＮＧ基地の運用櫨��

「＿葛罍上鼠��

【螻‡８臺‡也の遷鴛櫨��

２２��

下��

　��
上��

上闊��

鷲用上霞――ｉ��
１９瓦��

運用��

罍��
運用��幅��

丑��

運用下限��
１万ｔ
―

ｌ��
トー��

万ｔ��
－－

袴竃下韻�� 勧聾下噴��

５３��

×��

×��

３��２��

用��運��

ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ��

ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ��

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

■��

――ｉ��

トー��

ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ��

ｌ　 ｌ　 ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ��

ｌ　 ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ�� ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ��ｌ ｌ��

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ�� ｌ ｌ ｌ

■��

――ｉ��
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４． １７　再生可能エネルギーの外部電力として買取可能な電力量の内訳 （電源種

別に）

４． １７　再生可能エネルギーの外部電力として買取可能な電力量の内訳 （電源種

別に）

４． １７　再生可能エネルギーの外部電力として買取可能な電力量の内訳 （電源種��

別に）��

＜当社の回答＞��

本件ご質問は、 再生可能エネルギーの連系可能上限量
※との趣旨と認識して��

回答させていただきます。��

当社は、 現在、 再生可能エネルギー電源の連系量に上限は設けていません。��

しか しながら、 出力変動の大きい太陽光 ・風力発電等の再生可能エネルギ
ー��

が今後、 大量に電力系統に連系された場合は、 「配電線の電圧 ト昇」、 「周波数��

の乱れ」、 「電力需要の少ない時期の過大な余剰電力の発生」という３つの大き��

な課題があると国の審議会である次世代送配電ネッ トワーク研究会で報告さ��

れています。 （平成 ２２年 ４月 ２６日公表）��

当社としても、 将来的に再生可能エネルギーが大量普及した場合などには、��

連糸可能量についての見極めが必要と認識しています。��

当社の現在の連系量は、太陽光が５０万ｋＷ程度、風力が １０万ｋＷ程度であり、��

上記のような問題が発生する水準ではありませんが、 当社としては、 今後も再��

生可能エネルギーを最大限導入できるよう努めてまい ります。��

なお、 風力発電の導入については、 中部電力 ・ 北陸電力 ・ 中国電力 ・ 四国電��

力 ・九州電力 ・ 関西電力の中西日本 ６社において、 導入が高まるエ リアも見込��

まれているこ とから、風力発電の出力変動が電力系統に与える影響を評価 しな��

がら段階的に拡大するこ ととしています。 まずは、 先行 した取組みとして、 中��

西日本における地域間連系線を活用 して調整力を増加するこ とにより、風力発��

電の導入拡大を目指しています。��

※再生可能エネルギーのうち、 気象条件によ り出力が大きく変動する風力��

発電において、 周波数などの電力品質に影響を及ぼさないために
―部��

の電力会社において定められた連系可能量。��

５４��


